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予 算 審 査 特 別 委 員 会 

令和７年３月 10 日（月） 

午前９時 28 分開議 

 

 

 

　委員定数　７名 

 

　出席委員　７名 

　　　　　　　　　　田中　博晃　　　　　土井裕美子 

　　　　　　　　　　板橋　真弓　　　　　岡本　喜好 

　　　　　　　　　　阪本　久代　　　　　垣内　憲一 

　　　　　　　　　　南出　昌彦 

 

　　　他に　議長　　森下　伸吾　　　　　副議長　　岡本　安弘 

 

 

　会議に付した事件 

 

　１．議案第 10 号　令和７年度橋本市一般会計予算について 

　２．議案第 11 号　令和７年度橋本市国民健康保険特別会計予算について 

　３．議案第 12 号　令和７年度橋本市駐車場事業特別会計予算について 

　４．議案第 13 号　令和７年度橋本市墓園事業特別会計予算について 

　５．議案第 14 号　令和７年度橋本市介護保険特別会計予算について 

　６．議案第 15 号　令和７年度橋本市後期高齢者医療特別会計予算について 

　７．議案第 16 号　令和７年度橋本市工業団地造成事業特別会計予算について 

　８．議案第 17 号　令和７年度橋本市水道事業会計予算について 

　９．議案第 18 号　令和７年度橋本市下水道事業会計予算について 

　10．議案第 19 号　令和７年度橋本市病院事業会計予算について 

 

 

　説 明 員 

　　　　　市 長　　平木　哲朗　　　　　副 市 長　　小原　秀紀 

　　　　　教 育 長　　今田　　実　　　　　危機管理監　　大岡　久子 

　　　　　総合政策部長　　井上　稔章　　　　　政策企画課長　　辻本　真吾 

　　　　　職 員 課 長　　阿瀬　英俊　　　　　総 務 部 長　　中岡　勝則 

　　　　　総 務 課 長　　和田　芳明　　　　　財 政 課 長　　三嶋　信史 

　　　　　税 務 課 長　　田中　恭司　　　　　生活環境課長　　上垣内康浩 

　　　　　消 防 長　　永井　智之　　　　　消防総務課長　　阪口　淳一 

　　　　　経済推進部長　　三浦　康広　　　　　産業振興課長　　家田　郁久 

　　　　　企業誘致室長　　阪本　敏一　　　　　建 設 部 長　　西前　克彦 

　　　　　都市整備課長　　茶原　正人　　　　　上下水道部長　　堤　　　健 

　　　　　健康福祉部長　　久保　雅裕　　　　　福 祉 課 長　　犬伏　秀樹 
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　　　　　保険年金課長　　丸賀　啓史　　　　　介護保険課長　　小林　義弘 

　　　　　いきいき健康課長　　石井　義光　　　　　教 育 部 長　　岡　　一行 

　　　　　教育総務課長　　丸山　恭司　　　　　学校教育課長　　大谷　裕幸 

　　　　　生涯学習課長　　長谷川典史　　　　　学校給食センター長　　井上　恵二 

　　　　　中央公民館長　　中田　　幸　　　　　教育相談センター長　　森田　常義 

　　　　　選挙管理委員会事務局長　　辻本　昌亮　　　　　会計管理者　　兼井　和彦 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他関係職員 

 

 

　職務のため出席した者 

　　　　　議会事務局長　　福井　直記　　　　　事務局次長　　笹山　　奨 

　　　　　議事調査係長　　中井　ユリ　　　　　書 記　　諸田　泰己 
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（午前９時 28 分　開議） 

○委員長（田中博晃君）おはようございま

す。ただ今の出席委員は７人で全員であり

ます。 

　これより、令和７年度予算審査特別委員

会を開きます。 

　本日は、金曜日に引き続き、議案第 10 号

の審査を行います。 

　なお、併せて本日は、議案第 11 号から議

案第 16 号までの各特別会計予算の審査を予

定しています。 

　この際、当局より発言の申し出がありま

すので、これを許可いたします。 

　経済推進部長。 

○経済推進部長（三浦康広君）おはようご

ざいます。本日もどうぞよろしくお願いい

たします。 

　さて、先週金曜日の予算審査におきまし

て、具体的に言いますと、商工費の紀の川

橋本サマーボール補助金に対する審議で、

障害者をお持ちの方などが現地に行かず花

火だけでも見たい方がいるが対応できない

か等の質問に対しまして、具体的な店舗名

を出して、駐車場としてご協力いただいて

いる旨の発言をいたしました。当駐車場は、

祭り統一して駐車場として、周辺会場周辺

マップには告知しておらず、公にすること

で、店舗様にご迷惑をおかけする可能性が

あることから、当該部分の発言の取り消し

をお願いしたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）お諮りいたします。 

　この発言の取り消しの申し出を許可する

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ご異議がありませ

んので、経済推進部長からの発言の取り消

しの申し出を許可することに決しました。 

 

  

１　議案第 10 号　令和７年度橋本市国民健

康保険特別会計予算について 

○委員長（田中博晃君）それでは、予算審

査に戻ります。 

　10款　教育費　241ページから290ページ

まで、質疑ありませんか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）おはようございます。

278 ページの郷土資料館等管理運営に要する

経費の中の 12 番委託料。松林荘、松林庵、

解体工事設計委託料249万円のところなんで

すけれども、ここはもう解体してしまうと

いうことなのでしょうか。老朽化だとは思

うのですけれども、お雛さんとかを結構飾

ってた松林荘って言ったら、そういうのが

ありまして、私もいらなくなったお雛様を

ちょっと引き取って寄付したというか引き

取っていただいたりしたことがあって、結

構古風な良い建物やなっていうふうには、

思ってたんですけれども、この跡地利用を

する団体とかっていうものとかには声かけ

とかをしなかったのでしょうか。その点を

教えて欲しいです。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）こちらの

解体設計の委託料は、松林荘、杉村公園の

中にある大きな別荘の後の建物です。それ

と、松林庵と申しますその辺のすぐ近くに

ある、茶室等が入っている建物の解体設計

になりますで、こちらはもう随分前から、

老朽化傷みが激しくて、なかなか一般の方

に入っていただいて、そこで何か行事ごと

とかしていただくってのは非常にもう、厳

しい状況になってきております。解体しな

くて、改修するとなりますとかなりの費用

が発生しますので、今回の計画としまして

は、もう解体するという形になっておりま

す。跡地利用として、具体的にこんな形に

使っていこうということはまだ現在決まっ

ておりません。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）すみません。松林庵

んなんかはもうちょっと多分老朽化はすご

く進んでたと思うんですけども、そういっ

たところを市民さんの団体で、探しておら

れるような方のお声とかもお聞きしたこと
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があったので、そういうところにお声掛け

はされたかどうかっていうのを教えてくだ

さい。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）ちょっと

こちらの方に、建物を引き続き使いたいと

いう意見があったとしてもその安全性が確

保できませんので、それをなかなか承諾す

るということは難しいかと思います。ちょ

っと私どもあまりそういう声は、こちらの

方には届いてないのかなと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかにありません

か。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）おはようございます。

今のとこなんですけどそしたら板橋委員の

方から、今言われたみたいな人形さんとか

そういうあるんやったらそれはどうなるん

ですか。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）そういう

人形等につきましては郷土資料館のほうで、

現在保管しておることになっております。

新しく、郷土資料館が今年の４月に移転開

館しますけども、その際に、新しいところ

に持っていくのかそれともまた別のとこに

保管するのかっていうのは現在作業中でご

ざいます。 

○委員長（田中博晃君）ほかにありません

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）246 ページの教育振興

に要する経費の中の委託料のＧＩＧＡスク

ールネットワーク導入委託料でこれ導入す

るときに、今使ってるやつの廃棄というか、

引き取ってもらうっていう話なんすよ。 

これっていうのは引き取ってもらうために

お金を払うのか、それともリサイクルでき

るものだからって売却することで、収入の

方に計上するのか。どういうたてつけにな

るんでしょうか。教えてください。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）よろしくお

願いしますございます。 

ＧＩＧＡスクールの端末の改修の件なんで

すけどもそちらの方は、この委託料ではな

くですね、端末の購入費の中に回収までセ

ット、教材備品費のところの端末購入費の

中に、回収まで含んでいるような形になり

ますので、引き取られて回収されていくと

いう形で、こちらが売却の収入とかに上が

ってくるわけではない形になります。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）それはいいんですけ

ど、言ったらなんでしょう。 

よくパソコンやったら無料で引き取ってく

れますっていうとこもありますよね。 

だから、もしそのセットで引き取ってもら

うから、その分手数料幾らちょうだいねっ

ていうような契約になってるんだったら、

タダで引き取ってもらったほうがいいし。 

いや逆に、リサイクルに回せるもので、そ

れは買ってくれますって話であれば、そち

らにお任せしたほうがいいって話になるん

ですけども。 

一括やからわかりません。ていう、その中

身の細かい査定の部分っていうのはどうな

ってるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）ここで、共

同調達の中の仕様書の中で、回収まで含ま

れてるような形になりますので、そちらで

回収して、最終的な処分までしていただく

格好になってますので、リサイクル業者の

方に、市で別にお渡しするような形には今

なっていない状態です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）いや、そのリサイク

ルするとかそういう話をしてんじゃなくて、

買ってもらうのか、処分費用として払うこ

と払うような、値段が乗っかってるのか、

どちらかを知りたいんですよ。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）この端末購

入の中に全部含まれたような形になってお

ります。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 
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○委員（岡本喜好君）ってことは、それを、

そういう細かい話は、何か説明も受けず、

ブラックボックスわからないってことです

かね。市の当局の方は。 

○委員長（田中博晃君）答弁できますか。 

　教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）ちょっと内

訳とかまで示されておるわけではないんで

すけども、端末購入の中に、回収までセッ

トで調達をするという形で聞いております。 

○委員長（田中博晃君）今、岡本議員は、

業者が引き取った後、お金に変わるから、

その部分も質問されてて、要はただ単に廃

棄物として引き取って業者が、そのあとの

処分をどうなるかまで、教育委員会として

理解しているのかどうかという質問なんで

すけれども、そこについては、わからない

ということですか。 

　教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）端末回収さ

れまして、そのあとデータの消去とか物理

的な破壊とかしてもらって回収になるわけ

なんですけども、それが最終的にその中の

ものを、業者さんがどういうふうに扱うか

っていうところまでは、わからないところ

になってます。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）わかりました。わか

らないということがわかりました。 

　あとね、ここで言ったらいいかお話、４

月からストローなくしますよね。 

環境に配慮して、ストローをなくしますっ

て年間 400ｋｇのプラスチックごみを削減で

きますって言って、それは善意でやってる

んですけども。このパソコンを廃棄するこ

とで、何キログラムのごみが出るかってい

うのを教えてください。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）すみません

把握できておりません。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）これって、実は結構

重要な問題で、一方ですごいちっちゃい努

力をして、節約して節約して我慢して、環

境に頑張ってますって言っても、違うとこ

ろで、もうその努力をすべてを無にするよ

うなものってやっぱあるわけなんですよ社

会っていうのは、これは皆さんもわかって

ると思うんですけども。こういう機会も、

実は僕は教育に生かして欲しくて、例えば

積み上げたごみとかパソコンをね、君たち

が５年間お世話になったごみっていうのは、

積み上げると何億かかった、導入したもの

はすべて５年後にはこんだけのごみが出る

んですっていうのも併せて、実は教育にも

活かして欲しくて、こんだけのものが出る

んだから５年間でこんだけ勉強しましょう

よって、もっとね、もっと取るように頑張

りましょうみたいな、そういうとこにも活

かしてもらいたいと思うんですけども、そ

ういう機会っていうのはどっかであるんで

しょうか。 

○委員長（田中博晃君）暫時休憩いたしま

す。 

 

 

○委員長（田中博晃君）再開いたします。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）パソコンを廃棄する

にあたって、何か何でしょう。の、集めた

ときに、こんだけ大きいものが出るんだっ

ていうものを何か、教育機会とかに生かせ

るようなことを考えておられますでしょう

か。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）環境につい

ての学習というのはそれぞれの学校で、総

合的な学習を活用してやっておりますが、

今回のこの端末を、廃棄することによって

出てくるエネルギーについてっていうのは、

それはまだ今のところ教育委員会としては

考えてはおりません。 

○委員長（田中博晃君）ほかにありません

か。 

　教育総務課長。 

 （午前９時 41 分休憩）

 （午前９時 42 分再開）
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○教育総務課長（丸山恭司君）すみません。

回収になりましたですね、渡航型家電リサ

イクル法に基づく認定事業者さんとか、資

源有効利用促進法に基づく製造事業者が責

任持って実施を行うことということで、仕

様書にも盛り込まれております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）それでは、リサイク

ル法に基づきやから、私らもね、家電廃棄

するときに1,500円とか払って処分するので、

パソコン１台につきそのリサイクル法に基

づいての処分費用を市が負担をして出して

るそういう認識でよろしいでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）これが、そ

の分が別立てに出るわけではないと思うん

ですけどもその端末の購入に入ってる形に

なる。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）そうなると、買い取

りをしてくれる業者に売った方がよかった

んじゃないかって話なんかそういうまず検

討ってのはされましたでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）共同調達の

枠組みの中で動く形になりますのでちょっ

と市の独自でっていうのがちょっと難しい

状況です。 

○委員長（田中博晃君）ほかにありません

か。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）250 ページの 002808。 

適応指導対策に要する経費 2,544万 2,000円。

これ教育相談センターの予算になってると

思うんですけれども、あと加えて272ページ

の下の 003214 青少年センターに要する経費

1,422 万 4,000 円と、教育相談センターに青

少年センターが引っ越しをしたっていうお

話は伺っておって、今回一般質問にもあが

ってました教育支援センターを作るってい

うようなことでそれは教育相談センターの

中にできるっていうようなお話だったんで

すけれども、教育支援センターの予算って

いうのは、どこに入っているのか。 

それとあと、この３つの機能が、杉村公園

の中の教育相談センターの中に設置される

ということで、業務内容でまた別だとは思

うんですけども、どんな形で運営されるの

かっていうのを、知りたいなと思いますの

で教えてください。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）新しく設置

されます教育支援センターの予算につきま

しては、今おっしゃっていただいた、教育

相談センターと、青少年センターの部分を、

合わせてといいましょうか、それが２つが

教育支援センターの部分という形になって

いく形になります。 

で、一体となりましてですね例えば不登校

の問題でありますとか健全育成の問題を一

体的にやることで、できるだけ問題が大き

くならないというか、大きくならないうち

に対処対処できるような形で、効率的に取

り組んでいきたいと思っています。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）ということは確認な

んですけども、名称は統一される感じです

か。教育支援センターという形で、中に教

育相談センターと、青少年に関することと

かっていうような形になるっていうイメー

ジでよろしいんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）そうですね。

今教育相談センター、青少年センター担当

ですけどもそれを合わせまして、教育支援

センターという形の運用になります。この

前の議案審議の条例の方でさせていただい

たような形になっております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じところ、適応指

導対策に要する経費の不登校児、12 番委託

料の中の不登校児童生徒対策委託料で 36 万

円計上してるんすけども。 

去年、一昨年とずっと不登校の子が、入院

加療を除いた120名を超えてどんどん最高に

達してるんですけども。 

今現在の不登校児童の数と、去年１年間に

不登校だったけども、通学できるもしくは
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学校を変えることで、通学できるようにな

った、もしくはフリースクール等に通うこ

とができるようになって、実態として学校

に通学できているというような成果がわか

れば教えてください。 

○委員長（田中博晃君）教育相談センター

長。 

○教育相談センター長（森田常義君）いつ

もありがとうございます。まず、適用教室

憩いの部屋の在籍についてお答えします。

在籍については、３月７日先週末現在で、

小学生が７名。中学生が６名の 13 名となっ

ております。特徴的なところで申し上げま

すと、学校併用をされておる、児童生徒も

増えてきておるというのが実際のところで

す。小学生では７名のうち６名が、通常の

学級に通いながら、憩いの部屋も利用して

います。中学生については、６名のうち５

名。ただし、中学生については、週２数回

通常の自分のクラスではなくて、別室の方

で利用しておる、または小集団のクラスに

入っておると、そういうふうな状況になっ

ております。で、13 名のうちで学校復帰を

するというのは、完全に学校復帰をすると

いう形でなくて、やはり親御さん、子供に

ついても、憩いの部屋での活動については、

非常に力をつける、または自分の居場所が

あるという点から申し上げますと、やはり

完全に憩いの部屋から学校に戻るという形

でなくて、先ほどの小学生の話でも申し上

げました通り、憩いの部屋を利用する回数

を減らしながら、学校に通っておるとそう

いうふうな状況にあります。その点がここ

数年での大きな違いかなという点でありま

す。以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。憩いの

部屋の運営のお金、それと不登校児童対策、

教育相談事業の方が、実際不登校の方に対

する訪問とかいう予算になるんでしょうか。

教育の業務の評価ですかね。 

あれの方に毎年、不登校児童何名っていう

のが出てるって確か120名前後で、最近推移

してると思うんですけども。そこに対する

数字の変化を教えてください。 

○委員長（田中博晃君）教育相談センター

長。 

○教育相談センター長（森田常義君）委託

料についてのご説明をさせていただきます。 

まず不登校児童生徒対策委託事業の 36 万円

については、橋本市内に橋本市小中学校不

登校問題連絡協議会という協議会がありま

して、構成メンバーは、学校長、学校の養

護教諭、スクールカウンセラー、主任児童

委員、それから、学校教育課の課長等で８

名のメンバーが構成されております。その

中で事務局として、相談センターが活動し

ています。36 万円を不登校児童生徒対策に

係る委託料ということで、適応教室、憩い

の部屋での運営での日々の活動ないしは体

験活動に対して、より充実したものとでき

るように活用をさせていただいております。 

体験活動の中でも、社会的自立に役立つこ

とであるとか、外出する機会を得ることで

あるとか、地域のことをより詳しく知るこ

とであるとか主眼において、数多くのこと

で取り組んでおるところです。また、教育

相談事業業務委託の 220 万につきましては、

心理臨床に長けた臨床心理士１名に委託し

まして、心理相談専門員を配置して、学校

に訪問ないしは、センターに相談に来ると

いうところで、派遣相談については、事業

等を見学して当該の児童制度に関わりのあ

る教職員ないしはが学年団へのコンサルテ

ーションを行っております。また、センタ

ーに来る保護者については、カウンセリン

グ、またはセラピーを行っておるところで

す。また、緊急対応の内容についても、即

対応できるように、林自身も体制を整えて、

教育委員会または学校からの要請に応じて

動いておると、そういうふうな状況にあり

ます。 

それからもう１つの状況にありますが、不

登校の状況です。今年度はまだ集計の方を

しておるところですので、まだ年度途中で

ありますので、令和５年度の全体的な状況

についてお伝えします。 
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小学校、中学校ともに、国それから市との

比較で申し上げますと、全体的な傾向は、

国の傾向とあまり変わりありませんが、不

登校については、小学校中学校とも、割合

は、若干低いまたは小学校はもう少し低い

ところです。ただ、長期欠席者が小学校中

学校ともに多いようなそういうふうな状況

もあります。それについての分析について

は、やはりコロナが終わって、小中学校と

もに、保護者それから子供の傾向として、

微熱であるとか咳の症状が出てくると無理

をさせない。または大事を取ると、休ませ

るパターンが増えておるとそういうふうな

状況にあります。その辺を踏まえた上で今

後も、地道な啓発活動をセンターからして

おるというような状況にあります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）センター長。すみ

ません。具体的な数字の推移、不登校がこ

れだけ変わったよとか、そういった部分を

岡本議員が質問しておるんですけれども、

その部分だけ答弁願えますか。 

○教育相談センター長（森田常義君）わか

りました。申し訳ありません。 

○委員長（田中博晃君）教育相談センター

長。 

○教育相談センター長（森田常義君）１月

末の教育相談センターでは、累計５日以上

欠席した子供について、各学校から毎月報

告を受けております。それで、１月末の段

階で、一定令和４年、令和５年、令和６年

というところで、10 日以上 30 日未満である

とか、30 日以上 100 日未満であるとか、100

日以上、150 日未満であるとか、150 日以上

であるとか、そういうふうなところで一定

の数字を設けて、傾向を掴んでおるわけで

すが、今年度の特徴的、昨年度も同様です

が、やはり 30 日未満の欠席が、昨年度と同

様に本年度も増えておると。それだけに、

やはりその点での学校での啓発なり、こち

らからの働きかけっていうのが非常に大事

かなと。そういう点で取り組みを進めてお

るというような状況です。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課主任指

導主事。 

○学校教育課主任指導主事（川原一真君）

すみません。問題行動の調査を本市今回の

方で行っておるんですけども、小学校にお

きまして 12 月末現在の数字で申し上げます。 

12 月末現在で、小学校不登校の児童の数は

62 名となっております。そのうち、指導の

結果登校する、またはできるようになった

という児童の数が４名でございます。 

中学校におきましては、12 月末現在不登校

の数が 85 名でその内、登校できるようにな

ったという生徒の数が９名となってござい

ます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）何年のデータなのか、

６年ですかね。あと、もともとの学校に行

けるようになったのか、転校を伴うことで

きるようになったのかってのがわかれば教

えてください。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課主任指

導主事。 

○学校教育課主任指導主事（川原一真君）

ただ今、申し上げました数字は令和６年度、

今年度の 12月末現在の数値でございます。 

もう１つお質しの転校したからどうかとい

うことについてちょっとこちらの資料では

持ち合わせておりません。申し訳ありませ

ん。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）ありがとうございま

す。先ほどの小学生で 62 名のうちが４名、

登校できるなった 85 名のうち、９名が登校

できるようなったっていうのは、なぜ登校

してくれるようになったのか、何かわかっ

たら教えてもらいたいんですけども。 

○委員長（田中博晃君）答弁できますか。

わからないですか。 

　学校教育課主任指導主事。 

○学校教育課主任指導主事（川原一真君）

不登校の要因がそもそも、その子供さんに
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よってバラバラでございますので、１件の

ケースについて私どもの方でどういうこと

をしたから、この点が解消なって、学校に

来れるようになったよというそこまでの細

かいところについては掴みきれてないとい

うのが状況でございます。 

○委員長（田中博晃君）垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）ありがとうございま

す。そういった細かいところがこれから重

要になってくると思いますので、そういっ

たことも知って思った方がええんちゃうか

なと思います。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほか質問ございま

せんか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）286 ページの教育振興

に要する経費 003309 の教育振興に要する経

費の中の 18 番負担金補助及び交付金のうち

の橋本マラソン補助金340万円なんですけれ

ども、これの内容というのを教えてくださ

い。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）橋本マラ

ソン、今年の２月２日に開催されました。 

それは補助金として、実行委員会にお渡し

しておりますので、予算的なものとしては

340 万円ということなんです。この中で何が

どのように使われたかという、そういう実

績報告というかですね、そういったものま

だちょっと、そこの会まで、行っておりま

せんので、詳しいことはなかなか申しづら

いんですが、例えば大きな、内訳の中にあ

るのがですね、例えば、マラソンスタート

してからゴールするまでを計測する機械と、

それと各マラソンランナーにつけていただ

くタグ、そういったもののですね作業を、

業者さんに委託しますので、またそれは、

申し込み、そのランナーが申し込むそのネ

ットに通じて申し込むんですけどそういっ

たことも委託しておりますので、かなり大

きな部分はですねそういった委託料に占め

るかと思います。 

○委員長（田中博晃君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）ありがとうございま

す。実行委員会として、いろいろ補助して

いただくお金ということになってるかとは、

思いますが、実はマラソンコースの中に、

お店を開いておられる方から、市民さんか

らのちょっとご相談とかがあって、そのマ

ラソン期間中は、店を閉めないといけない

ということで、その分結構営業的に厳しい

っていうような、お声がありまして、毎年

その協力はするんやけれども、気持ち的に

何かお礼じゃないんですけども、ちょっと

感謝の気持ちじゃないんですけども、例え

ばこの広告掲載とかなんかちょっと、に予

算で聞くのもちょっとおかしいですかね。

なんかどこで言うたらええんかはちょっと

わかれへんから。ちょっと、ちょっと言わ

してもらいたいなと思ったんですけど。 

なんかそういう、補填できるっていうかち

ょっとメリットを感じれるようなことがも

う実行委員会が多分、その運営されてるの

で、市の方は何も言えないっていうのもわ

かってはいるんですけれども。こういった

声があるっていうのを、その実行委員会の

運営している方々に、ちょっとお伝えいた

だけるっていうか、そういう感じでなんか

ちょっと、多分冊子があって広告掲載とか

もされたりしてるんかなと思うので、これ

はちょっと要望なんですけども、よろしく

お願いします。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　関連ですか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）おはようござ

います。同じくマラソンのところの関連な

んですけども。令和５年は748名の参加者で

この前、行われたとこなんですが人数が、

わかってればちょっと参加者人数を教えて

いただきたいなと思います。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）ちょっと

およその数になるんですけども 900 から 920

の間になるかと思います。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 
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○副委員長（土井裕美子君）ありがとうご

ざいます。あのコロナ前はね1,000人越えた

くらいの参加でして、令和４年でハーフな

しで少なくなって、令和５年が748名の令和

６年で900名をちょっと超えてる程度ってい

うことで徐々に回復してきてるのかなと思

うんですけども。何かやっぱり人数がどん

どん減少してきていることによって、何か

いろいろ検討していきますっていうような

ことを、令和５年のところでは、答弁して

いただいてたかなと思うんですが、令和５

年と令和６年で、何か新しい企画というか、

集客を増やすための工夫というのは何かさ

れたのでしょうか。また、この新しい年度

にこれから先この予算を立てた上で、いろ

いろ検討されていかれると思うんですけれ

ども、そういうことも見込んでの、予算立

てをされてるのかなっていうのもちょっと

教えていただけたらと思います委託料は変

わってないんで、補助金は変わってないん

で、同じようなことしかできへんよって言

われたらばそれはそれまでなんですけれど

も。教育委員会の方からですね、実行委員

会さんの方にですね、いろいろもっと人数

を増やすように工夫をしてくださいとかね、

新しい催ししてくださいっていうようなね、

お願いとかもされるのかなっていうのがち

ょっとお聞きしたいなと思いました。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）確かに、

近年参加者を増やすためにですね何かが必

要じゃないかという意見は、実行委員会の

中でも出ておりますで、今年はですね人が

増えるまで行かなかったかもしれませんけ

ども、運動公園のテニスコートの近くにで

すねちょっとお店を出したりとかもしたん

ですけど１つは、今のコースというのがち

ょっと複雑になっているのでその辺りを改

善すればいいんではないかという意見もあ

るんですがなかなかコースの変更というの

は、いろんなこと何ていうかハードルがあ

りますので、そこは実行委員会としても、

そういう参加される方を増やすために何か

できないかというのは、皆さん意識されて

おります。来年に向けてですねまた、新た

な会議が始まりますので、それについ中で

ですね、こちらとしても、そういう提案と

いうか、こういう課題があるんですよって

いうのを改めて申し上げるつもりです。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）はい。特によ

ろしくお願いしたいと思います。 

一時期はとてもマラソンブームがございま

して、何もしなくてもっていうことないで

すけどハーフでも、割と参加していただけ

る方々がございましたけれども、やっぱり

だんだんとちょっと時代の流れも変わって

きておりますので、市民さんとかのニーズ

が変わっていきつつあります。やっぱり女

性のですね、実行委員会の中に多分女性の

方も入っていただいてるかなと思うんです

けれども。女の人がね、女性がたくさん来

ていただくとなんか、自然に男性も来てい

ただけるような気もしますし、いろいろお

金落としてもらえるようなこともございま

すので、シティセールスの１つとして、橋

本マラソンっていうのもね、考えていただ

けると、費用対効果が大変上がるのではな

いかなっていうふうに思いますので、是非

とも若い女性の意見をしっかりと聞いてい

ただいて、工夫をしていただけることを是

非ともお願いしたいと思いますが。実行委

員会の中には女性の方は入っていらっしゃ

るんでしょうか。その辺だけをお聞きした

いと思いますが、それと、はい。工夫をし

ていただけるかどうかっていうご答弁をお

願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）実行委員

会の中にも女性の委員さんはいらっしゃい

ます。また、そういった方の提案もありま

して今回お店等も出たわけで、今後もです

ねそういった意見を取り入れて、より良い

ものをよりよいものにしたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）橋本マラソンって千

人ぐらい走られてるってことなんすけど、
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これってのは予測されたこれぐらいの方が

走っていただいたらいいかなっていうその

水準っていうのは、満たしてるんでしょう

かそれとももうちょっと増やしていきたい

そんな話があるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）毎年、ほ

ぼ毎年やっているイベントですので、大き

な変更がない限り参加人数というのは動い

たとしても、そんなに多く大きく動くもの

ではないと予想しております。もちろん、

参加人数がですね増えることによってそこ

が収益に直結してきますので、もちろん、

より多くの方にですね参加していただきた

いと考えております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）収益もあるんですけ

ど参加して欲しいって話だったら、よくお

店とかであるじゃないすかハロウィンのと

きだったら、仮想してくれたらちょっとタ

ダですよとかあるじゃないすか。だからね、

うちは柿色に進めたいって話だから、はし

ぼうの括弧してきたらタダですよとか、な

んかもう柿色の何かものを身につけて走っ

てくれるんやったらいいですよとか、例え

ばカップルで走ってくれるんやったら、カ

ップル登録ならタダですよとか、なんかい

ろんななんでしょうね、考えてもらって、

そういうとこにも、何かアイデアをよく入

れてね、参加者をいかに増やすかってこと

を、補助金なりも関係ないかもしんないん

ですけど。尽力していただけたらなという

ふうに思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　副議長。 

○副議長（岡本安弘君）増やしていくって

いうことで、お話いただいてるんですけど、

市制の 20 周年もありますんで、その辺もち

ょっと何かコラボしながら、増やすような

ことができたらいいんかなあと思いますん

で、その辺また実行委員さんの方で検討し

ていただけるようにお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（田中博晃君）答弁願えますか。 

　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）こちらで

いただいてる意見等、本当にありがたい意

見ですので実行委員会の方にも、その旨を

お伝えさせていただきます。 

○委員長（田中博晃君）ほか。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）288 ページの上から、

２行目、賄い費なんですけども賄材料費な

んですけど、今実際橋本市の材料って何％

ぐらい使っていただけてる農家さんが作っ

た材料ってどれぐらい使われてるんでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）給食センター長。 

○学校給食センター長（井上恵二君）給食

センターで約年間200日の給食を作ってるん

ですけども、毎日野菜を使わない日はない

んです。ただ今のご質問なんですけども、

その地元野菜の割合っていうのはちょっと

今持ち合わせておりません。でも、まず地

元のでかせさんっていうグループがあるん

ですけども、そちらの方で１年間の策をお

聞きして、その策をもとにまず献立を立て

ますんで、なかなかやっぱりすべての野菜

をそこで入れていただくっていうのは難し

いので、それ以外は市場から入れていただ

くという形をとっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）266 ページの中央公民

館管理運営に要する経費のうちの委託料の

旧紀見地区公民館解体工事設計委託料で、

設計委託して、実際取り壊すのは、何年度

になるのかっていう話と、これの跡地利用

に関しての構想があれば教えてください。 

○委員長（田中博晃君）中央公民館長。 

○中央公民館長（中田　幸君）おはようご

ざいます。紀見地区公民館の解体について

ご説明させていただきます。公民館の関係

で現在ですね、委託工事を令和７年度にし

て、令和８年度に解体の工事をする予定に

しております。そのあとの内容については、

これからの協議という形になります。 
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　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）278 ページの文化財保

護に要する経費のうちの 12 番委託料、高野

参詣道黒河道保存管理事業委託料この辺の

管理内容っていうのを教えてください。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）こちらは、

世界遺産紀伊山地の礼状と参詣路を構成す

る資産である、高野参詣路の管理団体とし

て、指定を受けている橋本市が保存管理を

行うことになっておる、その業務に対して

それを委託するという形で、例えば、パト

ロールですねこの黒河道のですね道の状態

が、例えば土が崩れていたり、或いはちょ

っと倒木があったりそういったものがない

かのパトロール。それと草刈、実際に倒木

等がある場合はそれの処理、黒河道の途中

でですね、木でできた橋等もございます。

そういったものは、経年劣化等でですね痛

みますので、そういったものの修理などを

行っております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）その修理費用も含め

てこの金額になってるのか、修理が必要で

あればまた別に補正をしていくんでしょう

か。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）大きな修

繕となりますと、当然別に予算をつける必

要もあるんです。 

例えば平成６年の豪雨災害の際はもうかな

り、大きな被害を受けましたのでも別にお

金をつけましたんで、こちらに入っている

小修理といいましてそんなに、ちょっとこ

の、木の橋がですねちょっとここ、ほどけ

そうになるというか、傷んでるところの修

理であったり一本木を変えるとかですね、

そういったものに対する修繕はこの委託料

の中に入っております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）この参詣道に設置さ

れているトイレの個数っていうのをわかれ

ば教えてください。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）橋本市内

では１か所です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）そのトイレの使用し

たその保守点検とかその汚物の処理ってい

うのもこの委託の中に入ってるんでしょう

か。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）そのトイ

レの管理も委託料の中に入ってます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）そしたら今のとこな

んですけども、パトロール、草刈とかいう

のは年に何回ぐらいされとって、何人ぐら

いでやってくれとんかなと思って。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）パトロー

ルは、毎月やっております。年に 12 回で、

草刈に関しては、年に３回になっておりま

す。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。

ちょっと細かいところから聞かしてくださ

い。260 ページの 003202 の社会教育総務に

要する経費の 12 委託料の生涯学習推進計画

策定委託料440万、これ440万ついてるんで

すが、令和６年度も 300、400 万近い 385 万

ついてるんですが、これ生涯学習推進計画

を策定するためのお金だと思うんですが、

これいつまでに策定されるのかっていうの

と、私もこれ、生涯学習推進計画っていう

のが必要ですよって確か議会でもう大昔に

質問させていただいて、この計画を立てて

いただいたんですが、ちょっと記憶が定か

でないんですがそのころは何か、職員さん

が自前で策定してくれたん違うかなってい

う記憶があるんですが。違いましたかね。

その辺あれから大分年度年数が経ってます
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ので、さらにバージョンアップしてこの推

進計画を立てていただけると思うんですが、

毎年毎年このぐらいのお金がかかるんです

がこれ、いつ、策定できるんかなっていう

その辺がちょっとよくすみません。２年に

合わせてこの 300 万、400 万近くかかってる

から、その辺ちょっと教えて欲しいんです

けど。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）まず、こ

の計画の策定支援の委託料は、令和６年度

と令和７年度の２年間、計上しております。

計画自体は、７年度に完成させる予定とな

っております。あと、以前の計画が要する

に、委託せずに職員が直接やったというこ

とは、はい、そのようになっております。 

○委員長（田中博晃君）ほか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）その時は、そ

れほどお金がかかってなかったかなと思う

んですが、やっぱり委託してやらないと、

２年間かけてこのぐらいの金額をしないと

やっぱりあかん、あかんかったからこの計

画が出てるんやけども。昔作ったように、

自前で職員さんが汗流して作っていくかっ

ていうようなそうそういう議論とかはなか

ったんですかね。 

○委員長（田中博晃君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）今回の生

涯学習推進計画に、前回と違う点大きな違

う点が、スポーツの方の推進計画もこの中

に含まれておりますので、かなり業務量も

増えております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　いいですか。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）256 ページ委託料、 

高野口中学校の基本構想のところなんです

けれども、説明書の方を見ると、移転候補

地を含む、というふうに書かれておるんで

すけれども、これからのスケジュールです

ね、今年度中にどこまでやって、どういっ

た方向に持っていくのか。これ予算調達に

なるんですけれども。そのあたりのスケジ

ュールをお聞かせいただければと思います。 

○副委員長（土井裕美子君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えしま

す。高野口中学の基本構想基本計画策定委

託料なんですけども、年度始まりましたら

発注という形をとっていきます。プロポー

ザルを予定しておりますで、業者さん決ま

りましたら、大体工期としては８ヶ月程度

を考えております。その間に候補地の検討

とか、基本的な必要になる施設がどんなも

のかとか、そういったものを検討していく

ような形になりましてその上で、場所がど

うかっていうのを決定していきたいと考え

ておりますので７年度いっぱいはかかる形

になります。 

○副委員長（土井裕美子君）田中委員長。 

○委員長（田中博晃君）というのはプロポ

で業者が決まったら業者さんが候補地を決

めるということに、今の説明だと聞こえる

んですけれども、それで間違いないですか。 

○副委員長（土井裕美子君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）業者さんが

決めるという形じゃなくって、あくまで提

案って形いただいて、業務の中で提案いろ

いろ場所調査いただいて提案いただいて、

そん中で決めていくという形になり、 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。 

今のところですけれども、高野口中学校に

関しましては、保護者さんとかの会からも

いろんな意見がありまして、また署名活動

も、全市的に行われて、結局同じ場所には

建てかえることは困難であるっていう結論

に出してこういうことになってるんですけ

れども。その時に、プロジェクトチームを

作って構想を練るっていうようなお話があ

ったかなと思うんですがその中に、メンバ

ーさんていうか、保護者さんとかそういう

方も入れていただけるっていうようなお話

が、あったかなと記憶してるんですが、そ

れはそれでずっとやっていっていただける

んですか。それともこの、プロポーザルを



14 

してその業者さんに丸投げというか、その

辺の関係性っていうか、ちょっとそれは教

えて欲しいんですけど。 

○委員長（田中博晃君）市長。 

○市長（平木哲朗君）実は移転に際して、

非常にややこしい問題がたくさん出てきて

まして。応其中学校の後には遺跡があった

り、あそこの土を動かすと、都市計画道路

16 メーター道路だったかな 12 メーター道路

やったかな。入れなあかんと、24 号線から

伊都高校までの間に、道路を作って売らな

いと、学校建設できへんとか、そういう大

きな道路を入れると 10 年ぐらいかかりそう

なんで。どういう方法があるのかっていう

ところを委託をして検討していきたいなあ

と思ってます。職員でいろいろ話を聞いて

るんですけど。どうも、うまいことこれや

ったらこうできるとか。逆に、左から入っ

てきたらいけるじゃないかともうねいろん

なことがあって、結局どうなんよっていう

ても、やっぱりなかなか、専門的なところ

があって、まちづくり課と教育委員会の話

を聞いてても、なかなかこれ前に進まんな

あということで、どういう方法があるのか、

ちょっと伊都中央高校の中は流れてきて、

ちょっと賛同してもらえない。いっぺん県

には行こうと思ってるんですけど段取り性

って言うとんですけど全然せえへんので、

もう俺一人でも言ってもいいなとは思っと

んですけど。うん。やっぱり、できたら、

８年度から本格的に、ちょっと動けるよう

にして、５年後ぐらいで片をつけたいなあ

と思っていまして、今回、高野口中学もＬ

ＥＤをつけるんで、そこの補助金返還がや

っぱり、文科省から５年以上やってねって

言われてるんで、そういう、補助金絡みの

件もありますし、今直していくとすると、

すべて単比でしかできない、もうなくなる

とわかってても、そこにお金を入れていか

なあかんっていうような、本来ならは環境

交付金を使って、学校改修するんですけど

も、でも今もう、閉校するっていうあそこ

には建てないということを文科省にも伝え

てありますんで、その中で、どういうふう

にこれから、少しでも早く進めるために、

一旦、プロポーザルに出して、学校のあり

方とか、校舎についてはまた、保護者の皆

さんの、意見も聞かしていただいて、当然、

応其小学校も５年なんで、ほとんどが卒業

してしまうかなと思ってるんで、逆にその

下の、まだ未就学児の親御さんとかも、高

野口小学校も一緒で、そういうところも話

を聞きながら進めていくという形にしたい

なあと思ってます。まだちょっと、プロポ

ーザルがどんな結果で、応其中学校でいけ

るのか。逆に、応其小学校の後ろを買わな

あかんのか、いっぱいいろいろな選択肢を

出してもらって、一番方法を考えて、それ

で決めたら、建設に向かって進めていくよ

うにしたいなあと。ちょっとやっぱり、12

メーター道路を入れる都市計画道路、高野

口町時代の、都市計画道路が残ってんです

よあそこに。それやってないんで。これか

らになりますと、ほんまに用地買収とかし

たら 800 メーターぐらい確かあったんかな。 

それを、買収してってなると、ちょっと時

間も、例えば売ってくれへんだら、前進ま

んので、そういうことも含めて、ちょっと

いろいろ研究させてもらって、進めていけ

たらなあというふうに思ってます。で、保

護者の意見は必ず聞くように、町内のプロ

ジェクトもそれを踏まえて、もらった結果

をまた内部で検討さしてもらって、決定を

していくっていう形をとらしていただきた

いと思っておりますので、伊都中央高校に

ついてはまた当たりますけど、ちょっと反

応が、運動場だけ化しようっていう話もで

きへんかなあとか、応其中学校の建てると、

200 メートルトラックしかできへんので、も

うクラブ活動は諦めてもらわなあかんよう

な学校っていうのも果たして、いいのか悪

いのかわからんので、東京みたいなところ

だったらね、グラウンド小っちゃいんです

けども、そういうことも含めて、ちょっと

いろいろ、もう、だらだら検討しとっても

前進まんので、ぜひ、この予算を認めてい

ただけたらと思ってます。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 
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○副委員長（土井裕美子君）ありがとうご

ざいます保護者さんの意見それから、今後

登校するであろう未就学児さんの保護者の

意見もねしっかり吸い上げていってってい

う、大変ありがたいお言葉でございます。 

旧応其中学校跡地っていう話もございまし

たけれども、伊都中央高校も、やっぱりい

ろんな県知事の方では、慣例に従ってって

いうようなことではなく、その慣例を打ち

破って、新しいものを創造していきたいっ

ていうような、ご決意ももって知事になら

れておるというふうに聞いておりますので、

是非とも、もし市長が行かれるときには、

私たち議員も、連れて行っていただいて、

いろんな意見を言わせていただいて本当に、

多分この高野口中学校の問題っていうのは、

橋本市民全部が、子供たちの生活、学校の

ね環境を守っていくっていうことで注目し

ておりますし、県でも、もしも何か新しい

県立高校と、市の中学校のコラボというか

そういう新しいことになればね本当に全国

的にも注目される事業ではないかなと思い

ますので、ぜひ私たちも協力させていただ

くことをお願いしたいと思います。ありが

とうございますこれは、もう市長お答えい

ただきますのでそのようによろしくお願い

したいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。市長の

ご尽力のあとちょっと申し訳ないんすけど、 

教育、小学校、中学校の適正規模適正配置

の基本方針を、来年度ですね策定をされる

と伺ってるんですけども、これに関する費

用ってのはどこに計上されてるんでしょう

か。業者さん入れて作ってもらうんやって

後ろに、説明会のとき後ろに聞かれてる方

おったと思うんですけども。それに対する

策定委託料というのはちょっと見当たらな

くて教えてください。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えいた

します。 

　新しい学校づくりの推進計画につきまし

ては、令和６年度に契約しておりましてそ

れを繰り越す形になります。なので、７年

度予算には出ていないという形になってま

す。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）なるほど。計画策定

自体で、それのなんすかね。とりやめるの

か。そのまま今の計画でいくのかで、今後

その策定委託料がやっぱ変わってくるもん

なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）基本的には

その契約のままいく形になるんですけども

もしその内容が大きく変わった場合につい

ては協議して決めた形になります。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。

258 ページの 003006 中学校建設に要する経

費の 14 の工事請負費の高野口中学校施設整

備改修工事費672万、これがＬＥＤ化のこと

ですかこれは、どのような高野口中学校本

当に老朽化しておりまして、補正予算でも

たくさん、予算をつけていただいて、５年

間までに子供たちの少しでもね、環境を整

えていただいてるということでございます

がここでもありがたいことに、予算ついて

おりますのでちょっとご説明を願いたいと

思います。 

○委員長（田中博晃君）教育総務課長。 

○教育総務課長（丸山恭司君）お答えいた

します。 

ここに計上しておりますこの中学校施設整

備改修工事につきましては、校舎の屋上防

水の工事でございます。３ヶ所を予定して

る工事で計上しております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。 

大変細かいのばかり聞いて、248 ページです

が、学校図書館司書をずっと私本当に議員

になったときから、増やしてくれ増やして

くれって言って、ライフワークのように言
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ってて、うれしいことに徐々に徐々に増え

ていってるんですが、これはこの248ページ

の 002806 の教育振興に要する経費の報酬の

会計年度任用職員さん何でここに入ってい

るのかな。どこに入っているのかっていう

のと。今何名になってて、これからその予

算とそれと、何年計画で増やしていってく

れるのかとかそんなんがわかれば教えて欲

しいんですけど。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）学校司書に

ついてなんですけれども。 

先ほどのお話の通り、会計年度任用職員と

いうことで計上させていただいております。 

現在、全部で市内に７名の図書館司書が、

学校図書館司書がおります。 

で、内訳は男性が１名と女性が６名で、こ

の７名が 19 校に配置をさせていただいてい

るということで、主にそれぞれの学校に、

以前、令和５年度までは５名体制やったん

ですけれども。それに対して今現在７名と

いうことになっておりまして、各校に１校

につき週に１回から３回滞在できるように

なってきました。それまでは、週に１回も

しくは２回程度やったんですが、１回増え

ているということで、学校の中でも子供の

読書を推進するような形で、様々な業務を

扱っておりますので、子供たちにとっては

非常に有益なところがあるかと思います。

実際子供たちも読書が好きだということで、

関わっている子供たちもいますので、今後

も、これを継続して学校司書を配置してい

けたらと思うんですけれども、ただこの先

につきましては、学校再編の件もありまし

て、人数についてはまだ特定はできており

ません。　以上となっております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）ありがとうご

ざいます。橋本市では子供たちへの読書活

動に大変力を乳幼児のときからね、さっき

サードブックもしていただいてますので、

そこで終わるんじゃなくて、小学校へ行っ

ても、読書の大切さっていうのもしっかり

と学べるようにお願いしたいっていうこと

と、同じページで違うの言っていいですか

すみません。 

同じ248ページの同じ教育振興に要する経費

の中の 12 の委託料の学校ＤＸ推進アドバイ

ザー配置委託料なんですが、令和６年から

新しい名前をつけられて、前はＩＣＴ支援

員っていうことだったと思うんですけれど

も、今これ継続して、今度ＧＩＧＡスクー

ルの新しいのも変わるし、市長この前、昨

日言われた持ち帰り、持ち帰らせるために

も新しくするっていうようなこともおっし

ゃってましたので、しっかりとＩＣＴ支援

員さんも配置していただいて子供たちが、

タブレットをしっかりと使いこなせるよう

になる必要性があるのではないかなと思い

ますんで、何名配置されるのかっていうの

をちょっと教えてください。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）ありがとう

ございます。現在、学校ＤＸ推進アドバイ

ザーということで、令和６年から７年にか

けての２年間契約をしてきていただいてお

ります。単年で契約をしております。そし

て人数なんですけれども現在４名の方がこ

られておりまして、それぞれの学校に月２

回、滞在するということになっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）おはようございます。

先ほどの248ページの会計年度任用職員の報

酬5535万 7000円なんですけど、これはすべ

てその学校司書さんの報酬なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）ありがとう

ございます。 

すべてが司書さんではなくて、この他にも

多人数対応特別支援学級不登校支援日本語

支援等の職員にも、会計年度職員さんにも

配らせていただいているということです。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。そした

ら今のその司書さん以外の方って言ったら、

何人になるんでしょうか。 
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○委員長（田中博晃君）学校教育課長。 

○学校教育課長（大谷裕幸君）40 名です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

10款を終わります。 

　この際、10 時 55 分まで休憩いたします。

いたします。 

 

 

○委員長（田中博晃君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　次に、11 款　災害復旧費、12 款　公債費　

289 ページから 292 ページまで、質疑ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

11款、12 款を終わります。 

　次に、13 款　諸支出費、14 款　予備費　

291 ページから 292 ページまで、質疑ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

歳出を終わります。 

　続きまして、歳入に入ります。 

　５ページをお開き願います。 

　まず、１款　市税　５ページから８ペー

ジまで、質疑ありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）６ページとか固定資

産税のところでお尋ねします。 

　昨年度の予算と比べましたら、土地は減

っていて、家屋と償却資産が増えてるんで

す。何か家屋って言ったら古い家が多いか

らどんどんどんどん、固定資産税下がって

いってると思うんですけども。なぜ増えて

るのかそんなにも進捗あったのか、その辺

の説明をお願いします。 

○委員長（田中博晃君）税務課長。 

○税務課長（田中恭司君）家屋につきまし

ては、３年に１度評価見直しという形で、

その時に経年限定補正率、要は、建物はど

 （午前 10時 40 分休憩）

 （午前 10時 54 分再開）

んどんどんどん価値が下がっていきますの

で、最低は 20％なんですけれども下がって

いきます。その評価替えは令和６年でした

ので、今年は据え置き年度ですので、すで

に建ってる既存の建物については、評価額

が変わらない。そこに新たに新築、建った

分がプラスアルファは、滅失は減になりま

すけれども、滅失はもう先ほどのように、

基本的にはずっと経年が経ってますので価

値が安いものが滅失して、逆に新しい新築

が建つという形で、その結果、固定資産税

が増額になるという形になります。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）おはようございます。

今日は初めて質問します。 

　同じ５ページ、６ページの市税、市民税

なんですけども。個人も法人もどちらも前

年に比べて、増額というか、金額上がって

るんですけど、この辺の要因はどういうと

ころからきてるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）税務課長。 

○税務課長（田中恭司君）一つは、令和６

年度は定額減税がありましたので、今年は、

令和７年は、定額減税がありません。ただ、

令和６年に調整給付金という形で定額減税

できなかった分について、減額するという

制度をしてるんですけれども、一部把握で

きない部分につきましては、今年度不足額

を給付という形で、給付する形ごめんなさ

い。そこの不足額給付とかちょっとごめん

なさい。税収には影響しませんので申しわ

けない削除で、先ほど言った定額減税が令

和６年があって、令和７年度はないってい

うことです回答になります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。今の定

額減税は個人の方だったと思うんで、法人

の方もあったんです。法人税も増えてるん

ですけど。 

○委員長（田中博晃君）税務課長。 

○税務課長（田中恭司君）法人のほうにつ

きましては、均等割が法人税の均等割って
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いうのは、会社の規模によって、金額が決

まってきます。１社につきまして、ちょっ

とその号数が、税額が上がったという形で、

その結果になります。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

１款を終わります。 

　次に、２款　地方譲与税、３款　利子割

交付金、４款　配当割交付金、５款　株式

等譲渡所得割交付金、７ページから 10 ペー

ジまで、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

２款から５款を終わります。 

　次に、６款　法人事業税交付金、７款　

地方消費税交付金、８款　ゴルフ場利用税

交付金、９款　自動車税環境性能割交付金、

10 款　地方特例交付金、９ページから 10 ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

６款から 10款までを終わります。 

　次に、11 款　地方交付税、12 款　交通安

全対策特別交付金、13 款　分担金及び負担

金、９ページから 12 ページまで、質疑あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

11款から 13 款までを終わります。 

　次に、14 款　使用料及び手数料、15 款　

国庫支出金、16 款　県支出金、11 ページか

ら 36 ページまで、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

14款から 16 款までを終わります。 

　次に、17 款　財産収入、18 款　寄附金、

19 款　繰入金、20 款　繰越金、21 款　諸収

入、22款　市債、37ページから58ページま

で、質疑ありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。52 ペー

ジの下から４つめの橋本・高野・伊都指令

共同運用負担金というのが約２億円増えて

いるんです。これはどういうことなのかっ

ちゅうことと、来年度からも引き続きこの

金額が入ってくるのか、お尋ねします。 

○委員長（田中博晃君）消防総務課長。 

○消防総務課長（阪口淳一君）ただ今のご

質問にお答えいたします。 

　主に令和７年度に行います部分更新分が

２億円。こととなっておりまして、７年度

だけの歳入となっております。 

高野町伊都の方から入ってくる分となって

おります。 

○委員長（田中博晃君）指令システムの分

ですよね。 

○消防総務課長（阪口淳一君）そうです。 

○委員長（田中博晃君）ほかございません

か。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）そしたら 42 ページの

財政調整基金繰入 18 億 5,000 万なんですけ

れども。今の残高から見ると、相当な割合

が繰り入れされて来ると思うんですけども、

この辺はどのような理由から、繰入金を 18

億 5,000万ということで計上しているのかお

願いします。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）令和７年度当初

予算編成で 18 億 5,000 万円ですね、昨年度

に比べて、４億4,500万円多い繰り入れとい

うことになってます。 

こちら残高の比較をしますと、昨年度が 13

億 4,000万円ほどの当初予算編成時の残高に

なってて、それが令和７年度においては５

億4,000万円の残高ということで、約８億円

ほど少ない残高となってます。 

このようにたくさんの基金を繰り入れる要

因としてはそうですね大きく３つぐらいあ

るんかなと考えてまして。 

１つは、自治体情報システムの標準化や、

ＧＩＧＡスクール端末などですね、そうい

うＩＣＴ関連を含んだ物件費の増加により

まして、一般財源の負担というのも大きく

なったというのが一つであります。 

それから、２つ目としては、人件費ですね。 
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やはり人事院勧告の影響であったり、それ

から会計年度任用職員の方の勤勉手当って

いうのも６年度からですけど、入ってたり

してて、人件費の増加っていうのが２番目

というふうに考えてます。 

それから、病院事業会計の繰出金こちらも

昨年に比べて 1億 5,000万以上増加しており

ます。それからもう一つとしては、公債費

ですね。公債費についても減っておるんで

すけど。昨年に比べて減少の額っていうの

が少なくなってます。これについては、今

年度、令和５年度の借入分からなんですけ

ども。その元金の据え置きの期間というの

を、利率も上昇してくるってことを見越し

て短縮してます。 

そのことによりまして、元金の償還額って

いうのが、要は以前借りた分っていうのが

３年とか２年とか据え置きしてるのが、７

年度に元金返すのがあると。でも５年に限

ったやつは、元金据え置き１年にしてるん

で、要はかぶってくるってことですね。 

だから元金の償還が増えてるということと、

あとそれから今年の予算では、利息の方の

償還については、利率がやっぱ上昇してき

てるんで、２％見てます。そういったこと

によって、かなり１億 4,000 万ほどですね、

公債費っていうのが本来やったら少なくな

るところが少なくなってないっていうとこ

ろもありまして、今年度、基金の繰り入れ

っていうのが非常に多くなっている要因か

と考えてます。 

○委員長（田中博晃君）南出委員。 

○委員（南出昌彦君）財政計画を見てみま

すと、令和７年度の財政調整基金の残高が

23 億 7,000 万ほどとっておりますけども、

今の説明を聞きますと、それを相当下回る

るんじゃないかなというふうに思います。 

それからまた財政計画の中では、この財調

の標準の目標が 20％目標ということになっ

ておりますけども。そこも考えてみますと、

もう全然 20％には満たないということで推

移していると思うんですけど。 

その辺、財調が少ないということに関して、

どういうふうな見解を持たれてるんかお願

いします。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）先ほど申し上げ

た基金残高、５億4,000万ほどっていうのは

あくまでその当初予算編成時の残高となっ

てまして。３月補正後の残高ですね。 

そちらについては、23 億 9,000 万ほどとい

うのが、今の財政調整基金の残高となって

ます。こちらについては、決算によって、

不用額なども出ますんで、ある程度戻ると

は考えております。標準財政規模の 20％っ

ていうところで言いますと、およそ 32 億程

度になるんですけども。32 億まで行くかど

うかっていうところは、不明確ですけども、

一定程度戻るとは考えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。今の説

明の中で、増えた要因の一つに市民病院へ

の繰り出しが1億幾ら増えたっていう説明が

あったんですけど、金曜日にその説明では、

繰出基準に基づくものだっていうふうに、

説明されてそこで終わったんですけど、そ

の１億円増えたその基準に基づいたものと

いいましても、そのうちどういうもので1億

幾ら増えたのか、説明お願いします。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）これ１億5,000万

ほど増えたうちのですね一番大きな要因と

してはそのうち1億 3,000 万ほどが、高度医

療に要する経費として、繰り出し基準の中

で増えております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）これも若干参考資料

からの質問になるんですけども。財政計画

の中では繰り入れ 39 ページなんですけども。 

繰入金ということで全体で 8億 7,400 万円ぐ

らい令和７年度数字の方上がってるんです

けども。見てみますと、繰入金全体で 31 億

というところで、相当な金額に差があるん
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ですけど。これはどういうことなのか説明

をお願いします。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）予算説明書の中

の 31 億っていうのは、特定目的基金も含ん

だ額となってまして、この資料の方に書い

てるのは主な一般財源ができる基金という

ことを中心として、財政調整基金と減債基

金と地域づくり基金だけに絞っております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。54 ペー

ジこの下から６番目からっていうかもうち

ょっと今このネーミングライツ料この３つ

なんですけど。確かホームページいつもチ

ェックしてるんですけど、新しくネーミン

グライツの募集してたと思うんです。だけ

ども、この金額が昨年と一緒で、それはそ

の結果がどうなったのか、募集してた分の

結果がどうなってたのかっていうことと、

それとずっと調べてたら、今まで６ヶ所あ

ったうちの２ヶ所が、契約期間が令和７年

３月 31 日までってなってまして、これの継

続ができたのかということをお尋ねします。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）ネーミングライ

ツに関してですけども、ホームページで募

集してた分については、１件応募がありま

して、まだその当初予算編成時点では、当

然募集中でして、契約協定できてませんの

で、この予算には反映できておりませんが、

順調にいけば、６月補正で歳入を計上して

いく予定となってます。 

それから今年度で契約が終了予定となって

た２件あったんですけども、そちらについ

ては、協定締結しまして、３年また延長す

るということになっております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）50 ページの再生可能

エネルギー固定価格売電収入で福祉課さん

は福祉センターの上なのかな。今回生活環

境は斎場の方につけられているので、箱を

作ってると思うんですけども。この福祉セ

ンターのワット数と、その斎場で作る方の

ですね発電能力ってんすかね。 

こちらちょっと参考まで教えていただけれ

ばと思います。 

○委員長（田中博晃君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）発電能力という

か実績でよろしい。 

○委員長（田中博晃君）キロワット数。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）キロワット数の

実績でよろしいでしょうか。 

　令和５年度で実績で４万3,878キロワット

アワーとなってございます。 

本年度また１月末までになるんですけれど

も 4 万 313 キロワットアワーとこれは 10 ヶ

月分になって参りますけれどもはいそのよ

うになっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）斎場はいらっしゃ

いますか。 

　生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）斎場のキ

ロワット数でございますか。 

○委員長（田中博晃君）見込みで、はい。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）売電する

っていうことである斎場は違いまして、Ｃ

Ｏ2削減まで電気量削減ちゅうもの目的とし

ておりますので再生可能エネルギーをね、

収入を得るということではございません。 

年間の削減量が、先日もお話さしていただ

いた年間で、約200数十万円削減できるとい

うことを見込んでおります。 

○委員長（田中博晃君）ほかありますか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）先ほどの繰入金なん

ですけども。 

財調と減災と地域づくり基金と３つでとい

うことで言われてたんですけどそれにして

も計画段階ですけども 22 億 4,000 万ほど計

上されてますけど。 

これ７年度終わったら、ええ具合の数字に

落ち着くという予想をされてるんでしょう

か。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 
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○財政課長（三嶋信史君）そうですね。簡

単にそういうことは、なかなかこう言えな

いんですけど。今年もですね、予算編成し

まして、例年、当初予算編成した後に補正

予算というのが、緊急な必要あった場合っ

ていうのは、行っていってます。 

その際にも、当然、できる限り、歳出を抑

制していってもらうような、案内っていう

のはしておるところなんですけども。 

今年度は、例年以上に厳しい予算編成とな

っております。最終的に、まずは令和６年

度決算というところが、あるんですけど。

令和６年度決算においては、今の見通しと

しては、平成 30 年度からは、財政調整基金

取り崩しっていうのがない状態での決算が

できてたんですけど。今年度、令和６年度

については、７年ぶりにですね、財政調整

基金を取り崩しての決算ってなるっていう

ことは、避けられないのかなと。考えてお

りますので、例年以上に厳しい予算という

ふうにとらえてます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。何か広

告とかネーミングライツとかそういうとこ

ろでちょっと気になったんすけど。いかに

収入を増やすかって考えたときに、よく街

中で市道に勝手に広告を出してる。政治家

の方とかもおられるんですけども、ああい

うところに市道を使ってるんで、ちゃんと 

お金をちゃんと払ってくださいと。外せっ

ていう話を指導するのか。いや、もうそれ

は実際ちょっとやっちゃってるんで、やる

からにはそんかい使ってるんで使用料を取

るっていう、なんかそういうことってでき

ないのかなって思うんですけども。どうで

しょうか。 

○委員長（田中博晃君）都市整備課長。 

○都市整備課長（茶原正人君）市道敷に広

告とかは勝手につけられるということに関

しましては、お金を取るというよりは撤去

っていう形での指導が通常かなあと思いま

す。また屋外広告物であったりすればです

ね、それなりに届け出も必要になってこよ

うかなと思いますので、時々ガードレール

であったりとかっていうところはあるのか

なとは思うんですけども、基本的な撤去の

指示っていうんすかねそういう形になろう

かと思います。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）収入を増やしていく

という意味では、言ったら勝手につけてる

方もあかんよなと思っては、やってるし。 

それを見てる我々も勝手につけてるなと思

うし、皆不幸なわけなんですよ。なら、ち

ゃんとお金をちゃんと払ってるんやから

堂々と。私らはれるよと。市もお金いただ

いてるんで、どうぞ貼ってくださいと。使

ってください。民間の人もすることできん

すけど、そういう枠組みは、しないのかそ

うか、そういうことをやられる方っていう

のは、１回言って外します。でも、１メー

トル横にもう1回またつけますってやったら、

1回外したんでってまたやるわけでいたちご

っこなんですよねこれって。だからそうい

うのを解決するには、お金を取るってのが

一番だと思うんですけども。 

いかがでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）都市整備課長。 

○都市整備課長（茶原正人君）収入につな

げるという面ではですね、あるのかなとは

思うんですけどもやはりですね、やっぱ公

共の道路という形になってくればですね、

お金をたてにつけて、後でお金を請求して

お金を払えばええんかっていうところにな

ってくると、やっぱなかなか管理上の問題

とかも出てこようかと思います。 

ですから、やっぱり、屋外広告物に従って

ですねやっぱりつけるところ付けれるもの

っていうのをやっぱり、検証しながらです

ね、やっていかなあかんのかなと思います

ので、ご指摘いただいたように、つけてる

もの基準もなしに、基準を考えればいいの

かなというところもありますけども、やは

り公共性の高いところってのは、厳しいか

なというふうに考えております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 
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○委員（岡本喜好君）いや、あれ、例えば、

政治活動に関するものを、私的に我々例え

ば持ち主であったと剥がすと、あれ違法に

なるんですよね。だからその違法に対して、

私的に違法に外すっていうことになってし

まうのでそれは禁じられてることなので、

できないんですよ。敷地であっても、そう

なると、不利益をこうむる勝手に得する人

がいるってこと考えると、やっぱりそれは

公権力として、一斉にある時点をもって全

部撤去してくれとか、そういうのもやって

いく必要があると思うんですけども、そう

いうお考えはありまして 

○委員長（田中博晃君）それは予算とは患

者さんと関係ない。別なんで。 

　ほかございませんか。 

　財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）申し訳ありませ

ん。先ほどネーミングライツの答えで、更

新の期間ですね。２件、３年というふうに

お答えしましたが、正しくは５年でした。 

どうも申しわけありませんでした。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ネーミングライツで、

和歌山市の公民館なんかみんなネーミング

ライツで、昨日も何か言ったらマルコを何

とか公民館みたいな感じで、全部そういう

ふうに変わってきてるんで。橋本市も、そ

れをよしとするかはちょっとわかんないん

ですけども。そういうことは検討されてる

んでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長 

○財政課長（三嶋信史君）公民館にもネー

ミングライツをつけている自治体というの

は、他自治体にもありまして、いつやった

かな令和３年度ですかね、ネーミングライ

ツを財政課が中心となってですね、実施し

ていこうと検討した際に、公民館もできな

いかということでな、内部で検討は行いま

した。その検討を行った結果ですね、橋本

市においては、公民館というのは、地域の

コミュニティの核として、役割を果たして

おって、現時点においては、そのネーミン

グライツに馴染まないんじゃないかという

ふうな結論となって、行なっておりません。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

歳入を終わります。 

　それでは、一般会計全般について行いま

す。 

　質疑ありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）294 ページを見てくだ

さい。この職員数が書いてあるんですけれ

ども、この職員数っていうのは、多分予算

上の職員数じゃないかなと思うんですけど

もその確認が１点と、３月６日付のホーム

ページには、この４月１日から採用の社会

福祉士１名、保健師１名、土木職３名、電

気職１名、計６名の募集が出されていて、

だからこの６名の方は、４月１日からの採

用が決まったのかということと、その２つ

をまずお尋ねします。 

○委員長（田中博晃君）職員課長。 

○職員課長（阿瀬英俊君）議員のお質しに

お答えします。 

まず294ページの一般会計のこの職員数に関

しては、予算上の職員数となります。 

令和６年度中に採用をかけて、今現在採用

できていない職種としまして、まず順番に

申し上げます。事務職の障害者採用という

のが１名採用できてません。あと社会福祉

士１名、土木職３名、建築職１名、電気職

１名。保健師１名の８名が、募集をかけま

したが、採用できてできていませんので、

引き続き採用をしていくという形です。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）それとすみません会

計年度任用職員が、ここでは 22 名増えるっ

ていうふうになってるんですけれども。 

これは、いろんな部署だとは思うんですけ

ど、思うにはどういうところへの配置なん

でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）答弁できますか。 

　職員課長。 
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○職員課長（阿瀬英俊君）すみません。調

べてお答えいたします。 

○委員長（田中博晃君）他、今のところ以

外で質問、阪本委員。 

○委員（阪本久代君）よろしくお願いしま

すそれでね、結局のところ正職員で言えば、

不足した今のままだと不足したままのスタ

ートになるっていう、ことになると思うん

ですけど、その一方で、民間委託とか、い

ろんな形で、金曜日に質問したところで 10

名以上の方が民間委託で入られると思うん

です。なんか非常に不均等というか、何か

こうバランスがとれてないような、気がす

るんですけれども、その辺はいかがでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）委託の部分で 10

人以上入って、それに対して会計年度任用

職員が増えてるってことに関して、不均衡

っていうか、そういう趣旨かなと思うんで

すけど。窓口委託ですね、令和７年度から

の８月からですね税務課も始まって、当初

予定してた内容っていうのは全部始まるん

ですけど。窓口委託によって、会計年度任

用職員の方が、人数減ったり或いは正規職

員の異動っていうのが起こってくるの８年

度以降ですねになる予定です。当初ってい

うのは、市民サービスに影響及ぼさないよ

うに、円滑な委託を行うために、その人員

っていうのを一旦置いて継続しております

んで、今年度においては、その委託してる

ところについては、委託の職員とこれまで

いた正規職員や会計年度任用職員の人って

いうのが両方いてると、そういう状態にな

ります。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　暫時休憩します。 

 

 

○委員長（田中博晃君）再開いたします。 

　答弁願います。 

　財政課長。 

 （午前 11時 28 分休憩）

 （午前 11時 31 分再開）

○財政課長（三嶋信史君）22 人増えてる中

で一番大きな要因としては来年度予定され

ている参議院選挙で、会計年度任用職員が

４人、それから市長選挙で４人、委託もす

るんですけど、あちらっていうのは、約２

週間から１週間ぐらいの期日前の直前のと

ころの対応をするということで、それより

もう少し前、１ヶ月から１ヶ月半ぐらい前

からいろいろな準備をしてもらう会計年度

任用職員として、前回まででしたら、確か

８人程度募集してたところが、今回は各４

名ずつ募集するということで、合わせて８

人の増加が一番大きな要因と考えてます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。橋本ふ

るさと便の商工版がなくなった理由だけ、

すみません。ちょっと教えてください。 

○委員長（田中博晃君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）まず、ふる

さと便商工版のまず目的なんですけども、

お話さしていただきますと、単なる送料支

援っていうことではなくて、送料を無料に

することで、他の産地の他の同商品に比べ

ると、価格的に優位性に立ってということ

で、橋本市の事業者が作った産品が売りや

すくなるっていう環境を作るっていうのが

目的橋本市の地場産品を売っていくってい

うようなことを目的にしております。 

ところがですね実際やってみますと、想定

ではないところもありまして、思いのほか

企業間の取引が多い。企業間の取引は、も

ともと対象にしてないんですけども思って

る以上に多かったっていうところと、それ

から商工製品の場合に、もともと大手のモ

ールとかですと、もともと送料無料で皆さ

ん出されてるケースが多いとか、そういっ

たことで、対象になるケースが少ないって

いうようなところがありましたので、廃止

ってことになるんですけども、ただ事業者

さんのお声を聞いてる中で、そもそもその

販売、その送料は売れた後の支援になるん

ですけども。そもそも販売する、例えば再

度販売サイトとかを持っていないとかって
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いう事業者さんも多いということで、ちょ

っとその手前のですね、販売する前の支援

を作っていこうということで、そちらにつ

いては産業振興基金事業補助金というとこ

ろにそういったメニューを代替っていうこ

とではないんですけども、もう1個手前の支

援ということで、そういったメニューを追

加しておるというところです。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

これをもって質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）令和７年度橋本市一

般会計予算に反対の立場で討論を行います。 

市民は、食料品光熱費等が上がるが、物価

上昇にみあった賃上げや年金の引き上げが

ない中で生活をしています。その中で、新

年度予算。期待をされてる方もあったかと

思うんですけれども、乳幼児や子供の医療

費の所得制限がなくなったこと、給食費の

無償化など、今まで要求してきたことが実

現しているという前進面はありますが、そ

の一方で、財政調整基金を 18 億 5,000 万円

繰り入れて、残額は約 5億円 4,000 万という

ことです。本当に今やらないといけない事

業なのか後で伸ばせるのかという検討がし

っかりやられたのかなというふうに疑問を

感じます。 

これでは、来年度の予算が組めるのか心配

です。いろいろな質疑の中で、職員や会計

年度任用職員募集しても集まらないという

ふうなご答弁がありました。職場環境の改

善が必要ではないでしょうか。市民や職員

のボランティアに頼るのも見直すべきだと

思います。 

　以上をもって反対討論といたします。 

○委員長（田中博晃君）次に、賛成の立場

で討論される方いらっしゃいませんか。 

　南出委員。 

○委員（南出昌彦君）今回、いろいろ悩み

ました。悩んだ結果、賛成の立場で討論さ

せていただきます。今反対討論にもありま

したけれども、財政調整基金、18億5,000万

を繰り入れるというところ。それからまた、

橋本市財政を取り巻く環境が非常に厳しい

というところ。そしてまた、これまでの説

明を聞いていますとスクラップアンドビル

ドのスクラップがあまり見えてこないとい

うところ、このような点で非常に悩ましい

ところへ検討させていただきましたけれど

も、やはり、市民に対する行政サービスが、

万が一反対否決となると、一時停止という

ことで、市民生活に関わるサービスにも影

響しますし、市民のために働いておられる

市の職員さんにも多大な影響があると思い

ます。そういうことから、予算案を、しっ

かり作ってくれた職員さんを信頼した形で、

賛成討論とさせていただきます。 

○委員長（田中博晃君）次に、反対の立場

で討論することありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）賛成の立場で討論

する方ありませんか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）私は、令和７年度橋

本市一般会計予算に賛成の立場で討論させ

ていただきます。 

まず初めに、今回の予算案は、地域の発展

と市民の生活向上を目指したものであり、

私たちの責務として、これを支持すること

が重要であると考えます。 

予算には、教育、福祉、インフラ整備など、

様々な分野にわたる施策が盛り込まれてお

り、これらは市民の皆様の生活に直結する

ものであります。特に、教育文化への分野

への投資は、未来を担う子供たちの成長を

支える重要な要素です。次世代の橋本市の

リーダーを育てるという人材育成を目的に、

昨年度初めて実施された、みんな集まれは

しっこ祭りには、まだまだ課題を残すとこ

ろではございますが、昨年度初めて実施さ

れたということでもありますし、今年度は

昨年度の教訓を生かし、実行委員会で、昨

年度の班反省点を踏まえて、少ない財源で

粘り強く、たくさんのリーダーの育成に繋
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がるような子どもまつりとなることを、期

待したいと思います。また、本予算には、

学校施設の老朽化対策など、学校の施設整

備なども含まれており、よりよい教育環境

を整えることは重要で、子供たちが安心し

て学び、成長できる基盤を築くことに繋が

ります。福祉施策の充実は子育て世代、高

齢者や障害者の方々が安心して暮らせる社

会実現をするためには欠かせません。 

さらに、インフラ整備に関しては、交通網

の整備や公共施設の改修が含まれており、

これにより市民の利便性の向上や、地域経

済の活性化にも繋がることが期待されます。 

経済対策として、第３弾となるデジタル通

貨端も事業や、市民の地域課題解決のため

に活用できる参画ポイントなど、地域通貨

交付事業も盛り込まれています。これらの

施策は橋本市の持続可能な発展に向けた重

要なステップであると考えます。少ない財

源の中で、いかに市民の声におこたえして

いくのか。もちろん、予算案に課題も存在

しますが、市民の声をしっかりと受けとめ、

私たち議員もできる限りそのお声をお伝え

し、透明性のある運営を行っていただくこ

とで、信頼される行政を実現していただく

ことがさらに求められると思います。 

　よって、私は本予算に賛成といたします。 

○委員長（田中博晃君）ほかに討論する方

ありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）賛成の立場から討論

させていきます。 

まず本予算作成にあたり各施策の中身を聞

かせていただきまして、各担当部課の施策

に対する思いや、ご尽力を理解させていた

だきましたありがとうございます。 

大きくはですね、地域経済活性化、それに

伴うやっぱ公共事業のインフラ整備をです

ね適切に計画していないかなというふうに

思っております。商工版のふるさと納税、

なくなったことは残念なんですけれども、

農業版のふるさと便事業ではですね、最低、

売上高で2,500円の設定等々ですね、上限の

撤廃というようなことで、引き続き市に力

入れていただいてるということ、それによ

ってやる気のある農家の所得向上と、税金

の無駄遣い、削減できるかなと思います。 

もしかしたらもうちょっと使い勝手悪いっ

ていうこともあるかもしれませんけれども

いいと思います。また企業誘致による産業

振興とですね、雇用の創出に加え、地方移

住政策、シティプロモーションなど、地域

全体を考えた政策を指されていくこと。ま

たですねそれに伴う必要な消防機能の強化

とか、インフラ整備ですね、これを総合的

に計画されていること大変頼もしく思いま

した。また、地元企業のためにですね、地

域通貨事業、ブランディング事業、ＳＮＳ

による情報発信機能強化、そういった地元

企業の産業振興に資する予算配分、これも

十分なされているというふうに考えており

ます感謝しております。 

また、住民サービスの充実という意味では、

教育環境４月から紀見こども園が開設をさ

れます。また、郷土資料館も開館をされま

す。新しい橋本市に変化をもたらす施設が

あって、期待を持っております。 

送迎とかですね、駐車場が狭いとか、そう

いった新しい課題っていうのがおそらく出

てくるんではないかというふうに思います

けれども、これにも正面からまた取り組ん

でいただきたいなというふうに思っており

ます。 

また一般質問にあったですね障害者の雇用

促進、これには一層ご尽力いただきたいと

いうふうに考えております。先般ありまし

たけど災害時の障害者の避難所生活の不安

の声というのがよく聞かれます。福祉避難

所の整備をはじめですね、当事者、危機管

理課福祉課、福祉施設が連携して、安全安

心に暮らせる橋本市にしていただきたいと

いうふうに思っております。また地域の安

全では、新しく新規に高齢者の免許返納事

業というものが開設をされました。例年 200

人程度返してる 200 人、275 万でしたっけ。 

やるんですけども、もう少し促進したいっ

て意味では予算をふやすべきかなというと
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ころあるんですけれども。着衣をした事業

であるというふうに考えております。 

ただ、高齢者に評判の悪い地域通貨でポイ

ント付与っていうのはまた今後考えていた

だきたいなというふうに思っています。 

我々がやるべきは、車がなくても安心して

生活が送れる交通インフラをまず充実させ

ること、これがあって初めて、免許が返納

できるということでございます。またです

ね、お元気なうちに、残りの人生をいかに

充実してその人らしく生きるかを啓発でき

る施策を充実させていただきたいなという

ふうに思っております。あとですね、住民

意見やニーズの反映としてですね、財政が

厳しい中ですね、まずはサマーボールをま

ず計上していただいたということに感謝を

申し上げます。教育分野においてはですね、

学校の修繕、そして、防犯カメラの設置。

住民の意見というのを非常に取り入れてい

ただいたな予算になってると考えておりま

す。また、高野口中学校移転に向けての準

備も予算化していただいたことにも感謝を

申し上げます。ただですね、学校適正規

模・適正配置に伴う学校再編の議論、公共

交通機関のあり方や可燃物ごみ収集の週２

回、まだまだ市民の要望というものは枚挙

にいとまがございません。今後ですね、行

政側のさらなる研究と住民との対話、リー

ダーシップを期待をいたします。 

最後にですね、厳しい財政状況の中ですね、

本当にご尽力いただいて予算化していただ

いたことに感謝申し上げ、賛成討論とさせ

ていただきます。 

○委員長（田中博晃君）ほかに討論する方

ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

討論を終結いたします。 

　これより、議案第 10 号　令和７年度橋本

市一般会計予算について　を採決いたしま

す。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（田中博晃君）起立多数でありま

す。 

　よって、議案第 10 号は、原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

　この際、午後１時 00 分まで休憩いたしま

す。 

 

 

○委員長（田中博晃君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 

○委員長（田中博晃君）次に、議案第 11 号　

令和７年橋本市国民健康保険特別会計予算

について　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について

行います。質疑ありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）よろしくお願いいた

します。315、316 の国民健康保険税なんで

すけれども、令和６年度と比べたら4,399万

8,000 円減額というふうになっております。 

加入者が減ってきているんかなあと思うん

ですけれども。加入者数は、被保険者数と

言いますか、令和６年度と令和７年度を教

えてください。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今のご

質問にお答えいたします。 

　保険者数につきましては、令和５度末の

人数でございますが、１万2,964人となって

おります。令和６年度 12 月末の人数につき

ましては、１万2,477人というふうになって

おります。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）そうしましたら、予

算の予算の根拠っていうのは令和６年度末

の人数ということですか。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

 （午前 11時 40 分休憩）

 （午後１時 00 分再開）

  

２　議案第 11 号　令和７年度橋本市国民健

康保険特別会計予算について 
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○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今の質

問にお答えいたします。 

　予算の根拠という部分で言いますと、県

が示す納付金の金額等もございますし、年

予算算定当初の被保険者数によって算定し

ております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）325 ページの一番上

で、療養給付費が、比較すると２億4,467万

の減額で高額医療費も 4,602万 8,000円の減

額となっておりますが、これの減額の理由

を教えてください。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今の質

問にお答えいたします。 

　この療養給付費の減額につきましては、

被保険者数の減少というのが一番大きな要

因でございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）同じように、327 ペー

ジの国民健康保険事業費納付金のうちの医

療給付費、これも減額になってるんですけ

れども、これの減額の理由を教えてくださ

い。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）この点につ

きましても、基本的には被保険者数の減少

というのは、大きなところでございます。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）午後からもよろしく

お願いいたします。 

　この保険加入者の減少っていうのは、こ

の500人ぐらい減るんですけども。国民健康

保険から後期高齢の方に異動された方から

新しく加入される方を引き算した差が、大

体ここに出てくるかなとそういう感じでし

ょう。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）令和４年度

から 75 歳を迎えて、後期高齢者へ移行とい

うのがずっと進んでおります。そういった

中で、75 歳に達して後期高齢に移行するこ

とによる減少と、あとは令和６年度の 10 月

から社会保険の加入要件が拡大されたこと

によります被保険者数の減少というのが考

えられるかと思います。 

　以上です 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）330 ページの委託料の

ところで、骨定量測定委託料と、脳ドック

補助金、これは何人分でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）骨粗鬆症の

委託料につきましては、80 名分の委託料と

なっております。また、脳ドックにつきま

しては、180 名の人数分となっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。一般質

問で、同僚議員が質問してましたけど、こ

の骨定量測定委託料というのは、超音波主

義とか、簡単にできる部分でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今の質

問にお答えいたします。 

　そうですね。腰の部分の骨の密度であっ

たりとかっていうことで、腰の部分の超音

波超音波の測定をして、その結果に基づい

て、指導等をされてるというところも聞い

ております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）330 ページの県特定健

康診査等事業に要する経費のうちの 12 番委

託料の未受診者対策業務委託料682万円なん

ですけれども。この内容がどういうものか

教えていただきたいです。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）こちら

の委託料につきましては、未受診者に対す

る受診の勧奨の通知ということが主な業務

になりまして、例年大体 10 月ごろにまず、

第一次勧奨としまして、４種類のそれぞれ

の方の状況といいますか受診の受け方にも
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よるんですが、４種類のはがきを作成しま

して、それぞれの個人に応じた形での受診

の勧奨をまずしまして、そのあと２次勧奨

として、11 月の末ぐらいをめどに、今度は

また若干もうちょっと絞りまして２種類ぐ

らいのはがきを作成しましてナッジを活用

した勧奨通知をさしていただいております。

あとそれの返ってきた、受診の関係の、状

況も踏まえたデータの分析であったり、そ

れに伴う報告書の作成等々になっておりま

す。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）この特定健診で、確

か企業では自分で人間ドック行かれた方は

そこでやってるから受けないって話で、統

計上はここの健康指導受けてないっていう

扱いになるって。この前お話されてたと思

うんですけども、ただ人間ドックを受けて

特定健診を受けてない方にも、未受診者対

策業務委託料を使っての通知ってのが行っ

てるという状況でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）現状受

診をされていないという形になりますので、

その方にも通知はいくことになります。 

○委員長（田中博晃君）よろしいですか。 

　ほかありませんか。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）今の同じとこ

ろなんですけれども、４月当初に送られて

きて、なかなか忘れてしまってることもあ

るんでこういうはがきが来ると「ああ忘れ

てたわ。」っていうんで、来ていただける方

も多くなるんかなと思うんですけども。 

やっぱこのはがきを出すことによって、ど

のぐらいパーセンテージが上がってるとか

そうそういう調査はされてませんか。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）すみま

せん。ちょっとそのパーセンテージまでは

まだ出せてはおりません。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）でもはがきを

出す４種類、それから２種類のナッジを利

用した、勧奨のはがきを出すことによって、

やはり後半でバーッと受診者が増えるって

いう事実はございますでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）おっし

ゃる通り、はがきを見て「ああ忘れてた」

ということで、また受診に繋がるっていう

方もいらっしゃいますので、そういう形で、

その時期になったら、増えるっていうふう

なところはございます。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）ありがとう。

効果はあるということですね。そしたら同

じところのその１つ下のところです。健康

づくり普及啓発事業委託料 115 万 5,000 円。

これは令和６年度にはなかった事業かなと

思うんですが、具体的にはどのようなこと

をされているのかご説明いただけたらと思

います。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）ただ今

のご質問ですが、こちらについては、今回

初めての取組みということで、従来から先

ほども答弁させていただきましたように、

はがきであったりとか広報であったり、回

覧であったりっていうふうなところで紙ベ

ースを中心にそういう、周知等々させてい

ただいておるんですけども、なかなかいわ

ゆる 30 代から 40 代、50 代の方々について、

なかなかアプローチをもっとしていくって

いうところに、我々も課題っていうものを

持っておりました。令和５年度から市の公

式ＬＩＮＥを利用しまして、集団検診や各

種教室の申し込みっていうのも開始をした

んですけども、それまでになかなか受診と

か、教室参加のなかった世代っていう方も

増えてきております。そんな中で、この市

の公式ＬＩＮＥの登録者についても、順調

に増加をしておるというところもありまし

て、ＬＩＮＥを活用した情報発信というこ

とで、さらにいろんな情報、健診の案内も

含めて健康情報なんかも含めて、ＬＩＮＥ

で発信をしていきたいというふうに考えて

おるところです。 
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○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じページで330ペー

ジの 18番の地域通貨交付事業負担金13万円

ってあるんですけれども、何かこれ特定検

診を受ければ何かあれですかね、地域通貨

をお渡しするみたいな事業なんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（石井義光君）こちら

については特定健診のキャンペーンの一環

になります。今まででしたら、いろんな階

層整形であったり、いろいろ健康に関連す

るグッズを商品として、受診した方の中で

抽選をして当選した方にお渡しするという

ことで、こちらについても受診のなんちゅ

うんでしょう勧奨っていうふうな部分での

取り組みだったんですけども、来年度につ

いては、地域通貨のハシモ使った、このポ

イント分もその商品の1つにして、付与して

いくと、そんなふうな形を考えています。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）同じ、その特定健診

の受診率上げていくっていう意味では、ど

ちらかというとこの先ほどの未受診者対策

業務委託ではがきを送るのに682万円を使う

ぐらいだったら、こちらの地域通貨受けて

もらったら、1,000 ポイントを渡しますとか

交通費出る分ぐらいの出しますってやった

方が、受けた人だけが受入れるその受益で

きるようなシステムにした方が、結果的に

受診率は上がるんではないのかなと個人的

には思いますので、またご検討ください。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）すみません。

320 ページです。一番上の第三者納付金。こ

れ多分私、前も質問したことあるんですけ

ど第三者求償のことだと思うんですが、交

通事故とかにあった場合は自分の保険を使

わんとそのところから帰ってくるっていう。

423 万 4,000 円の予算付けをされてるんです

が多分、昨年度の結果というか、成績を見

た形で予算づけをされてるんですが、ちょ

っと、聞かせていただいたら、令和６年は

４件、243 万 4,000 円。令和５年は８件で

443 万 2,667 円で、令和４年が 16 件あって、

令和３年が 15 件っていうふうな過去の資料

をちょっと見させていただいたんですが、

これ交通事故とかねそういう不慮の事故な

んで、件数が必ずこんだけになりますよと

か。大きな事故が起こったときにはかえっ

て求償その部分も大きくなるんですが、な

かなか予算づけを難しいと思うんですが、

ここのところもきっちりとやっぱり、かえ

していただけるような、点検であるとか、

そういうのを引き続きしっかりとやってい

ただきたいんですが、その辺のところの、

お気持ちというか、頑張りますっていうよ

うな、ちょっとその辺をお聞きしたいんで

すがいかがでしょう。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今のご

質問にお答えいたします。 

　第三者求償ということで、第三者によっ

て事故にあって、加害医者が本来支払うべ

き医療費を、国保で負担するということで、

後で、加害者に請求していただくっていう

な形をとっておるんですけども、この予算

額につきましては過去３年間の納付額の平

均をとらせていただいて、まず予算措置を

させていただいております。あと、今本年

度よりですね、国保連合会のほうで消防署

と連携いたしまして、県内の全消防署のそ

ういった救急搬送のデータを一挙に連合会

の方に集めまして、視覚と突合して、その

中で事故に該当するような、骨折であった

り、打撲とかっていうようなそういった内

容のレセプトのほうを抽出して、事故では

ないですかっていうことで、確認について、

各自治体保険者の方にフィードバックされ

て、その部分について、各保険者が、事故

にあわれた方、あわれた可能性のある方に

確認をとるというところで、今まで以上に

そういった部分では、事故に遭われた方々

に対してそういったもしかしたら、そうい

う案件かなっていうふうな方々に対してア

プローチできておると思いますので、今後

も引き続き、本来そういった保険、損保会

社等から事業費を出していただくっていう
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部分のこの財産初期求償行為については、

情報連携した上で、できるだけそういった

案件を見つけて、支払っていただくような

形をとっていきたいと思っており、 

○委員長（田中博晃君）ほかに。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）317 ページの 7番諸収

入の中の延滞金加算金及び過料ですね、延

滞金ってのが、ちょっとずつこれ増えてき

てるんですけれども、これはなんすかね。 

集める意思がないというのか、どういうふ

うに理解したらいいんでしょうか。集める

努力どのようにされてるのかだけ教えてく

ださい。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今のご

質問にお答えいたします。 

　基本的には税務課の収納係のほうで対応

いただいておるんですけども、滞納者に関

して、自宅へ訪問して、収納を支払いを受

けたり、あとは財産を調べて差し押さえで

あったりとかっていうような形で、滞納処

分処理をしていただいてるというふうに思

っております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。これ収

入のほうなんで、収入が増えるっていうこ

となんで頑張っていただいてるっていうふ

うに理解、なんていうんかな。これ延滞金

は、総額としては減ってきている。それと

も増えてきている。どちらなんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今の質

問にお答えいたします。 

　延滞金につきましては、ここ３年間ぐら

いは徐々に増えておるような状況でござい

ます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。

大丈夫ですか。 

　保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）すみません。

先ほどご質問にありました、骨粗しょう症

の調査方法なんですけども。超音波という

ふうにお答えしたんですけども、申し訳ご

ざいませんエックス線の調査方法によって、

検査をしております。訂正いたします。申

し訳ございませんでした。 

○委員長（田中博晃君）大丈夫ですか。 

　ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）質疑がありません

ので、質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）令和７年度の橋本市

国民健康保険特別会計予算に反対の立場で

討論を行います。 

　国民健康保険制度は国民介護保険を支え

る大事な社会保障制度です。しかし、被保

険者は低所得者が多く、６から７割が保険

税の軽減措置を受けています。毎年のよう

に保険税が上げられ、令和７年度も値上げ

案が出されています。市民を苦しめる予算

となっているので、反対いたします。 

○委員長（田中博晃君）次に、賛成の立場

で討論する方、ありませんか。 
　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）賛成の立場から、発

言させていただきます。 

　まず国民健康保険は、すべての市民が公

平に健康保険サービスを受けられるように

する重要なまず仕組みでございます。まず、

予算案に賛成することで、この制度が地域

住民が安心な医療を受けるための財源を確

保して、健康を維持増進するため必要なも

のと考えます。また、低所得者層への配慮

としては、所得に応じた保険料を設定して

いるため、低所得の方も、安心して医療を

受けるそういう制度だと考えております。

引き続き、医療の公平性とかアクセスの向

上、これについては、行政に取り組んでい

ただきたいという思っております。全般を

通じてですね、市民生活に必要な予算と考

えますので、賛成とさせていただきます。 

○委員長（田中博晃君）次に、反対の立場

で討論する方、ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり。） 
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○委員長（田中博晃君）次に、賛成の立場

で討論する方、ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

これをもって討論を終結いたします。 

　これより、議案第 11 号　令和７年度橋本

市国民健康保険特別会計予算について　を

採決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（田中博晃君）起立多数でありま

す。よって、議案第 10 号は、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

○委員長（田中博晃君）次に、議案第 12 号　

令和７年度橋本市駐車場事業特別会計予算

について　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について

行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）質疑がありません

ので、質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）討論がありません

ので、討論を終結いたします。 

　これより、議案第 12 号　令和７年度橋本

市駐車場事業特別会計予算について　を採

決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ご異議がありませ

んので、本案は原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

  

３　議案第 12 号　令和７年度橋本市駐車場

事業特別会計予算について 

  

○委員長（田中博晃君）次に、議案第 13 号　

令和７年度橋本市墓園事業特別会計予算に

ついて　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について

行います。質疑ありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）354 ページの墓園使用

料のところで、今回１人１区画だったのが、

区画の制限がなくなったわけなんですけれ

ども。これで新規で何か所ぐらい売る予定

というか目標を持っておられるのかお尋ね

します。 

○委員長（田中博晃君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）今現在で

も数件１人、一区画しかもてないのかって

いうところの問い合わせいただいておりま

すので、見込みとしては、最低でも５件か

ら 10 件程度ぐらいは伸びて欲しいというの

はおかしいんですけれども、利用者が増え

ることを願っております。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）また、ちゃんと使用

料決め、調べてなくて申し訳ないんですけ

ど、だからその５から 10 件を、増やしたい

というそれをそれを込めた予算になってる

んでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）予算につ

いては例年通りのだいだい平均した見込み

数ということになっております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。もう１

ヶ所356ページの需用費の中の施設等維持修

繕費なんですけど、令和６年は 24 万 5,000

円だったのが、48 万少ないですが増えてる

んです。これはどこを修繕されるんでしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）今計画し

ているのは、２か所ございまして、橋本防

 ４　議案第 13 号　令和５年度橋本市墓園事

業特別会計予算について 
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炎の第２区っていうところの水くみ場の修

繕と、よく大雨とかで、山肌が崩れて水路

を塞ぐとかっていうのを年間通して数件あ

りますので、そういったものを修繕するた

めに予算を計上させていただいております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）質疑がありません

ので、質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）討論がありません

ので、討論を終結いたします。 

　これより、議案第 13 号　令和７年度橋本

市墓園事業特別会計予算について　を採決

いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ご異議がありませ

んので、本案は原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

○委員長（田中博晃君）次に、議案第 14 号　

令和７年度橋本市介護保険特別会計予算に

ついて　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について

行います。質疑ありませんか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）372 ページの認定調査

等に要する経費のうち、委託料の要介護認

定等調査委託料270万 6,000円ですけれども、

認定調査員が何人ぐらい増える予定でしょ

うか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）この委託料

に関しましては、窓口事務と一時的な電話

対応の委託というふうなことになりますの

  

５　議案第 14 号　令和７年度橋本市介護保

険特別会計予算について 

で認定調査員に関しては、そのまま引き続

き会計年度の調査員が行うことになります。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すみません。僕、な

んか去年一昨年に介護認定の認定まで時間

長いから認定する人を増やして欲しいって

いうのを、確か副議長が結構おっしゃられ

てて、対ふやすっていう話だったと思うん

ですけど、そこってのは、何か継続が去年、

一昨年と比べて去年っていうのは、今度あ

と来年度については、何か認定業務ってい

うのが、結構なかなか遅かったのが、結構

早まってるっていう現状あるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）議員お質し

の通り令和５年中ですかね、相当、認定の

発送に要する期間が長くなっておったとい

うふうなことございますので、そこから、

年を明けまして令和６年１月から１名増員

させていただいたことでございますとか、

あとはコロナ特例の再適用というふうなと

ころで、その時に詰まっておった分を解消

させていただきましたこととあとは、デジ

タル田園都市国家構想交付金を活用しまし

て、認定調査に利用する訪問調査ですね訪

問調査のためのタブレットの導入でありま

すとか、訪問調査を経た後のその調査票の

整合性を確認するＡＩの導入でありますと

かによりまして、かなり日数は減少いたし

ました。ただ今の現状におきましてはまだ、

コロナ特例の最後の積み残しというふうな

時期に差しかかっておりまして、この間に

関してはちょっとまた遅れが生じてるとい

うふうな状況でございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）374 ページの 18 番負

担金補助金及び交付金の居宅介護福祉用具

購入費に要する経費1,200万円です。これ確

か毎年 10 万円まで福祉用具買えるっていう

制度だと思うけど120人分なんですけれども。

これって去年の実績でいうと何名ぐらい使

われたでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 
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○介護保険課長（小林義弘君）去年度であ

りましたら、令和６年中では、今見込みが

240 件。令和５年度実績でいきますと、235

件さかのぼりましても概ねその程度の件数

となっております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ありがとうございま

す。満額使うわけじゃないのでこれぐらい

でいけるという見込みでしょうかね。わか

りました。　続きましてその下の居宅介護

住宅改修費に要する経費。 

これは確かに確か 1件当たり 20 万円上限。 

のもので同じくこれやると 78 件分になるん

ですけども。去年の実績、今年の実績なる

んですかね。今年度の実績ってのはどれぐ

らい使われたんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）今のこの令

和６年度の見込みでございますけどもこち

ら今250件となります。こちらの方が住宅を

さわる、結構大きな工事もあったりとかし

ます加減で件数については、ばらつきも生

じております令和５年度実績が188件。その

前が 195 件、202 件と概ねこの 200 件程度と

いうふうなところでは推移しておりますが、

今年度少し多めというふうなところとなっ

てございます。 

あたりのことも加味しまして、少々予算も

増額しております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）372ページの008005の

12 の介護認定関連事務等委託料って書いて

あるんですけども、説明書のほうにも書い

要介護事務や事務や給付事務の受け付けや

確認などって書いてくれたんですけど、こ

れもご相談聞いてくれた人らに対してね、

委託業者がちゃんとやってくれるんかなっ

ていうちょっと不安があるんですけど、そ

こは大丈夫でしょうか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）今回、介護認定

関連事務等委託料ということで、認定係と

それから給付の事務と２つとも窓口受け付

けも含めて委託を行なっていきます。今こ

の介護の委託っていうのは、この健康福祉

関係社会保障に関する事務の中では、一番

委託として実績が多い、他市でも先行事例

が多いところになってまして、例えば大阪

府でいいましたら、把握してるうちで 12 団

体ほど同様の委託をしております。奈良県

でももっとたくさんあるかもしれませんけ

ど、４以上はですね、委託してるのは確実

で、県内でもすでに委託を進めてるところ

もありますので、その先行事例も確認した

上で、今回予算計上させていただいており

ます。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。1,608 万

1,000 円の委託料なんですけれども、これで

何人の方が来られるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）業務の時期によ

って多少前後するかもしれませんけども、

概ね６人から８人程度を想定しております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）372 の同じとこ

ろの 12 の委託料のちょっと先ほど岡本議員

の質問にもあったんですが、これちょっと

私が勘違いするのかもしれないんでもう一

回確認させてください。要介護認定等調査

委託料の270万円っていうのは、これは要介

護認定をどこかの施設とかに頼んで何件か

助けてもらうという委託料ですよね。それ

じゃなかったんですかね。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）おっしゃっ

ていただいておりますとおり、この認定調

査委託料に関しましては、市外であります

とか、市内施設等の調査に関しまして、庁

舎の調査員さんではなくてケアマネージャ

ーさん等にまた調査に行っていただくとい

うための委託料となっております。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）それでよかっ

たですね。 
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　そうしましたら、これは何件、どこにっ

ていうのは答えられにくかったらいいんで

すけど何件ぐらい、そういうところに出し

ているのかっていうのがわかれば教えてく

ださい。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）そうですね。

件数というふうなところではすみません計

上しておりませんでして、見込みというふ

うな額ですね、今年度決算見込みというふ

うな数字では、189 万円というふうなところ

で見込んでおります。今、件数はちょっと

持ち合わせておりませんので、まだ、そし

たらまた調べましてまたご報告させていた

だきます。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）先ほどから岡

本委員もおっしゃってた、なかなか介護認

定が進まないっていう問題もございまして

人員の配置っていうのですが、390 ページを

見させていただくと前年度に比べて、総括

的に人員が１名減らされてますよね、職員

数で。会計年度任用職員さんが１名減にな

ってるんですけれども。これは今なんかコ

ロナ禍の積み残し分で、大変なんか業務が

忙しい状況であるっていうことを言われて

ましたけども。この令和７年度はこの人員

でいけるというふうに、会計年度任用職員

さんの残業とかをさせずにですね、いける

のかなあというのをちょっと心配してるん

ですけれども、よく市民の方からなかなか

認定されないんやっていうのをお聞きして

おりますのでね、やっぱり私たち議員も耳

に入ってきますのでね、その辺のところち

ょっと心配してるんですけどその辺の見込

みはどうなんでしょう。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）令和７年度

の介護保険課としましての人員等、認定調

査に要する人員としての配置といたしまし

ては、今のところ変更というふうなことは

予定はございません。おっしゃっていただ

いておりますとおり、調査員さんの残業も

やはり混んできますと、結構な時間数出て

きたりもしておりますので、ただこん今回

から去年、令和６年中のいろんな取り組み

をさしていただいた後の調査員さんの時間

が実績としましてかなり減っておるような

状況です。ただ先ほど申し上げましたよう

な、ちょっと今混んでおる状態ですとやは

りその辺、調査員さんの時間外もちょっと

増えておるような状況なんですけれども、

また、これもちょっと落ち着いたらまたが

減ってはこようかと考えておりますで、今

のところその７年度中の人員に関しては増

減といいますか減らすというふうな見込み

を持ってございません。 

○委員長（田中博晃君）土井副委員長。 

○副委員長（土井裕美子君）今回、介護認

定関連の事務等のいた委託料をお支払いし

て６名から８名のアウトソーシングの人員、

事務的なこととかがあると思うんですけれ

ども。そういう人たちがその介護認定が終

わって帰ってこられてのそのあと残務処理

っていうか何かそんな事務的なことがある

んでしょうかね。そういう何にもまわして

いただき、その相談の仕事も担っていただ

けるっていう感覚でよろしいんですか。 

○委員長（田中博晃君）財政課長。 

○財政課長（三嶋信史君）今のご質問もア

ウトソーシングの人たちがそういう残務処

理をやっていただけるかっていう趣旨かな

と思うんですけど。そういった認定審査会

があって、そのあとの処理も委託範囲に入

ってます。 

○委員長（田中博晃君）阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。同じと

こで確認だけなんですけども、先ほど要介

護認定と調査委託料、最初のときには窓口

業務とも電話対応もっていうことだったけ

ど。これは、下の下の介護認定関連事務等

委託料の中に入っているということでよろ

しいんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）申し訳ござ

いません。　そうしましたら、私が最初に

岡本議員さんのご質問聞き違えていたとい

うことになります。申し訳ございません。
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先ほど岡本議員さんの最初にご質問にお答

えした答弁自体が、その事務の委託の委託

費になります。申し訳ありません。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）374 ページ、373 にな

るんかな。保険給付費なんですけれども。

そもそも比較として1億 8,000 万ぐらいかな、

介護サービス消費が1億 7,000 万ぐらい増え

てるんですけども。これは多分おそらく認

定された方が多くなってるということなの

かなと思うんですけども。この要支援１、

２と要介護の１から５って今何人ぐらいお

られるか教えていただけますでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）認定者数が、

令和７年２月末時点でございますけれども、

すみません少々。要介護１から５までが、

2,420 名と要支援１、２の方が 1,365 名とな

っております。この合わせて3,785名となる

んですけれども、こちらの方徐々に十分増

えてきているかという言われますとそうで

はございません。今現状まだ増えたり減っ

たりを繰り返しているところでございまし

て、まだょっと上昇傾向に転じたといえる

ところまでは来ておらないかなという状況

でございます以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）そうなんす。人数は

増えてないけれども、予算的に言うと 1 億

8,000 万ぐらい増える。これは要介護度の平

均値があがってるってことでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）確かに、要

介護２以上の方というふうなところが増え

てきておるというふうな傾向も見られたり

もするんですが、こちらの方につきまして

も、やはりその月を経ますとまた減ったり

としていうふうなこともございまして、こ

ちらの方も、その傾向が顕著に見られると

いうふうなところの感触は持っておりませ

ん。　ただ、ご質問でおっしゃっていただ

いておりますように、今回、居宅介護等の

費用を増やしておりますけれども、この令

和６年中から居宅の介護の費用がどんどん

増えております。これがもう、認定者数が

増加に転じておるというふうなこともなく、

増加に転じております。一方で、施設給付

費の方の伸びはほとんどないというふうな

ことになっておりまして、今現状その居宅

のそのサービスを利用するというふうな傾

向自体が強まっておるのかなというふうに

感じております。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ありございます。　

378 の 4 番の高額介護サービス費、これがす

ごく額面が大きい１億5,000万ぐらいなんで

すけども、ある一定の介護費を負担すると

残りはもう使えますみたいな公費でやりま

すっていう扱いですけど、こちらっていう

要は使い過ぎ注意じゃないんですけど。も

う、利用者さんからするともうこれ以上負

担増えへんからやってもらえるだけありが

たいっていう話になるんで。ここに対する

チェックってのはどのようにされてるんで

しょうか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）サービスの

適正化というふうな面でございましたら、

高額の費用がいかほどかというふうなとこ

ろとはまた別の方面でその事業所に関して

の運営指導でありますとか、先日からちょ

っと実施したんですけれどもケアプランそ

のものを外部のまた別のところの、ケアマ

ネージャーさん、先生役といいますかそう

いった方にチェックしていただいて、この

ようにした方がいいのではないかというふ

うな、そういったところで、できるだけ本

人さんの実態に応じた、いわゆる自立に向

けたプランとなっているかっていうふうな

ところを主眼として作っていくというふう

なところのご指導していただくなど、その

給付適正化という面で、無駄なというとち

ょっと語弊がありますけども、使い過ぎを

抑制していきたいというふうに考えており

ます。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ありがとうございま

す。おっしゃるとおりで、払う方は少ない
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方がいいんですけど、事業者っていうか使

ってもらった方が儲かるんで、使ってもら

えるように申請してくるので、そこの適正

化っていうのを、逆にいかにコントロール

していくかっていうのが非常に重要なとこ

ろになると思いますので、その辺のチェッ

クよろしくお願いいたします。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君）372。ちょっとまた

戻っていただいて 12 節の委託料の要介護認

定等調査委託料ですけども。これ来年度、

委託される委託っていうか、期限が切れる

方の人数を出すと大体の予算があがってく

るんですけど。イレギュラーで変更とか、

新規の方が増えた場合に、自前で大体認定

調査されると思うんですけど、そんなとき

にその前に質問させていただいたように、

積み残す可能性のある場合にはやっぱ、外

部委託に認定調査をお願いするわけなんで

すけど。その講習を受けないと結局外部発

注できないんで、その辺の発注する認定調

査員さんの人数ってのはそもそも年齢やっ

ぱ前にも増やしていくっていう、交渉を増

やしていくというお話やったんですけど。

その辺は実際増えてますか。 

○委員長（田中博晃君）介護保険課長。 

○介護保険課長（小林義弘君）ありがとう

ございます。前回の騒動と言いますか、調

査結果が長引いた折にですね、介護のケア

マネさんの協会の方の方からも、そういっ

た外部委託を増やせるようにというふうな

ところで、できるだけ教育していきたいと

いうふうにお声いただいておりまして、そ

ういった研修受けるようにしますというふ

うに言っていただいております。 

　その中で、市としてもできるだけ出した

いという気持ちもある中で、ちょっと難し

いのが、やはり個別の事業所さんに所属し

ておられて、その方のすいた時間体といい

ますか、なかなかケアマネさんであります

と忙しい時期っていうのが決まっておりま

して、そういった中で、まとまった件数を

なかなか出しにくくってというふうなとこ

ろもございます。そういったところも含め

まして、ご協力をいただけるというふうな

お言葉いただいておりますんでこちらとし

ても、そのあたり、また、ご厚意に甘えて

できるだけお願いしたいというふうには考

えておるところです。よろしいですか。そ

れとすみません。先ほどの、今の委託の令

和６年度実績の件数が、ちょっとすみませ

ん。調べさせていただきまして、在宅で、

76 件。施設で 185 件となっております。 

○委員長（田中博晃君）岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君）協会さんのほうで

も委託を受けていただけるってことなんで

すけど、実際その講習を受けないとね、裾

野も広がっていかないんで。対応できるケ

アマネの時間とかもいろいろあるんですけ

ど。その辺り広げて、いろんな方が認定調

査できるような体制を、この事業さんがだ

めだ、この事業なんていう、やっぱり広げ

ていうことが必要だと思いますんで、その

辺外部委託の際には、どこでも受けていた

だけるような体制をしっかりと取っていた

だくような協力もお願いしたいと思います。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

○委員長（田中博晃君）質疑がありません

ので、質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）討論がありません

ので、討論を終結いたします。 

　これより、議案第 14 号　令和７年度橋本

市介護保険特別会計予算について　を採決

いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ご異議がありませ

んので、本案は原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 

  

６　議案第 15 号　令和７年度橋本市後期高

齢者医療特別会計予算について 
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○委員長（田中博晃君）次に、議案第 15 号　

令和７年度橋本市後期高齢者医療特別会計

予算について　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について

行います。質疑ありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）この保険 401、402 ペ

ージのところで、保険料のところなんです

けど、今回5,046万 6,000 円増額ということ

で、これは人数が要するに、被保険者が増

えたんじゃないかと思うんですけど、これ

も何人から何人に増えたのかお願いいたし

ます。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今のご

質問にお答えいたします。 

　令和５年度が１万988人、令和６年度が１

万 1,382 人ということで、394 人増えている

という状況になります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。406 ペー

ジ。一般管理に要する経費のうち郵便料が

増えてるんですけれども、これはどういう

理由によるものでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）保険年金課長。 

○保険年金課長（丸賀啓史君）ただ今のご

質問にお答えいたします。 

　この郵便料の増加につきましては、この

令和６年 12 月２日からマイナ保険証が導入

されたことによりまして、保険証お持ちで

マイナ保険証お持ちでない方につきまして

は、資格確認書を郵送するっていうふうな

形を基本的にはとっておるんですけども、

高齢者につきましては、ＩＴに関しての不

慣れであったりとか、混乱を防ぐために、

資格確認書をマイナ保険証を持ってる方は

持ってない方に限らず、今現在ですねそれ

ぞれ資格確認書を新しく作った方等につい

て、発行しております。令和７年度につき

ましても、暫定的な措置がどのようになる

かっていうのがまだ決定されておりません

 ので、一応全件分の郵送料を取らせていた

だいてたというところで、予算の増額とい

うふうになっております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）質疑がありません

ので、質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）令和７年度橋本市後

期高齢者医療特別会計予算に反対の立場で

討論を行います。後期高齢者医療制度は制

度が導入されたときには、低所得者に対し

て９割軽減がありましたが、現在は７割、

５割、２割軽減だけです。２年ごとに保険

料の見直しが行われ、令和７年度は６年度

と同じですが、食料品を初め物価高騰のな

か、負担はさらに大きくなっています。高

齢になればなるほど、体のあちこちが悪く

なり、受診する診療科が増えます。 

医療費を増やさないためにも、早期発見早

期治療が大切ですが、医療費が増えれば保

険料が上がる仕組みなので、診察を我慢す

ることによって、重症化すれば元も子もあ

りません。後期高齢者医療制度そのものに

問題があると思います。 

　以上をもって反対討論とします。 

○委員長（田中博晃君）次に、賛成の立場

で討論する方、ありませんか。 
　板橋委員。 
○委員（板橋真弓君）私は、令和７年度橋

本市後期高齢者医療特別会計予算に賛成の

立場で討論させていただきます。 
まず、この後期高齢者医療制度は、高齢者

の皆様が安心して医療を受けられるように

するための重要な制度であり、私たちの社

会において欠かせないものです。今回の予

算案では、高齢者医療の充実を図るための

施策が盛り込まれており、これにより、高

齢者の健康と生活の質を向上させることが

期待されます。特に、医療サービスの充実

に向けた取り組みが重要です。予算案には、

医療機関との連携強化や、訪問医療、訪問

看護の推進が含まれており、これにより、

高齢者が自宅で安心して生活できる環境を
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整えることができます。高齢者の皆さまが

住みなれた地域で、できる限り自立した生

活を送ることができるよう、私たちは支援

を続けていく必要があります。 
また、予防医療や健康づくりに関する施策

も重要です。健康診断や生活習慣予防のた

めのプログラムを充実させることで、高齢

者の健康維持を図り、医療費の抑制にもつ

ながります。これにより、後期高齢者医療

制度の持続可能性を高めることができると

思います。医療費の負担はやむを得ない状

況だと思います。さらに、後期高齢者医療

特別会計の健全な運営は、地域全体の医療

体制の安定にも寄与すると考えられます。 
　よって、本特別会計予算に賛成とさせて

いただきます。 
○委員長（田中博晃君）次に、反対の立場

で討論する方、ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）次に、賛成の立場

で討論する方、ありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ありませんので、

これをもって討論を終結いたします。 

　これより、議案第 15 号　令和７年度橋本

市後期高齢者医療特別会計予算について　

を採決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（田中博晃君）起立多数でありま

す。 

　よって、議案第 15 号は、原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 

○委員長（田中博晃君）次に、議案第 16 号　

令和７年度橋本市工業団地造成事業特別会

計予算について　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。全般について

行います。質疑ありませんか。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）421 ページの 005、85

丸２の 12 番の草刈委託料なんですけども。

  

７　議案第 16 号　令和７年度橋本市工業団

地造成事業特別会計予算について 

これ地元、山内区平野区から要望されてる

ような場所の草刈とかそういうのは、予算

に含まれてますでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）ただ今の質

問にお答えさせていただきます。 

　今ご質問いただいた委託料草刈委託料に

つきましては、あやの台北部用地の事業区

域内にあります、山内南公園並びに平野中

央公園、その部分の草刈の委託料となって

おります。 

　以上でございます。 

○委員長（田中博晃君）ほかにありません

か。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）421 ページの需用費の

ところで、電気料と上下水道料が令和６年

度ではゼロだったんですけど、今回予算が

ついておりまして、これはどこの施設の電

気の上下水道料になるんでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）ただ今のた

だしについてお答えします。 

　今回、要求させていただいております需

用費の中の電気料並びに上下水道料とかに

つきましては、あやの台事業区域内の中で

今回造成させていただいて、でき上がりま

した道路並びに公園そういったところにご

ざいます照明等であったりとかですね。 

公園の中で使うような水道の関係のところ

の予算となっております。今年度工事で完

成いたしましたので、６年度の予算には計

上がなくて、７年度からの計上となってお

るところでございます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　阪本委員。 

○委員（阪本久代君）すみません。令和７

年度の職員の数を見ますと、正職員の方が

３人、会計年度任用職員の方が２人という

ことになっております。工業団地の造成は、

一応終わったと思うんです今年は販売の方

だと思うんですけども、この１年間の主な

仕事の内容についてお尋ねします。 
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○委員長（田中博晃君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）今回、人件

費につきましては、本体造成工事等いろん

な工事が終わりましたんで技術職員につき

ましては７年度につきましてはまだ、引き

続き繰り越した業務での委託業務とかがご

ざいます。並びに技術職員につきましては

企業様が現地見に来た場合とかっていうよ

うなところでやっぱり現地視察時の対応、

ちょっと営業職、事務職の職員だけじゃや

っぱり、説明できない専門的なところとい

うのがございますんで。そういったところ

について、現地で説明していただいたりと

か、場合によっては企業訪問等に行ってい

ただいて説明していただくというようなと

ころになっております。任用職員につきま

しては引き続き２名ということで、今後現

時点 15 区画のうち８区画申し込み済みとな

っておりましてあと７区画、早期完売に目

指して頑張っていきたいと思っております

んで、そのままの人数のまま、引き続き営

業活動をやっていっていただこうと考えて

ます。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）421 ページの工業団地

造成事業に要する経費のうちの８番の旅費

の普通旅費の 287万 8,000 円なんですけれど

も。どこへどういった回数というか、行く

ような計画になっていますでしょうか。 

○委員長（田中博晃君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）基本的には、

どこの場所、主に企業訪問、今まで企業誘

致させていただいてて橋本市の方に誘致で

きていただいてるところというところにな

るとやっぱり関西、特に大阪の南のほうで

あったりのところになっております。ただ

私ども企業誘致かつ室としては企業様が設

備投資のある企業様の情報等いただければ

全国どこへでもというようなところもあり

ながらになってまして、基本的には、関西

方面に行かしていただくとこうろうですみ

ません関西方面を主に大阪市内でございま

すけれども、そういったところには300回ぐ

らい行かせていただいたりとか、その他日

本立地センターというような、企業誘致活

動に関係するような団体もございますんで

そういったところへの訪問もござい情報交

換というところで、東京方面のほうにも企

業訪問行かしていただきたいというなとこ

ろで、そういったところにも年間 15 回ぐら

い、東京方面ですよね、15 回ぐらいいけた

らなというようなところを考えてます。た

だ現在これも企業様との話のことになりま

すんで今計画で考えているところで言えば

そういったところと、思っております。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）まあ言うたら営業費

用みたいな感じですね。去年ベースであげ

られてる感じなんですかね。営業なので、

成果だけ出してくれれば、もうどんどん行

っていただいたらいいかなと思いますので、

また、成果のほう期待しております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

　垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）ちょっと草刈の先ほ

どの 12番 421ページの 12の下の草刈委託料

なんですけど、これ山内区の大谷池のとこ

ら辺とかは予算に含まれてないかっていう

のと、ほんであと年に何回やってくれるか

っていうのちょっと、教えていただきたい

んですけども。 

○委員長（田中博晃君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）ただ今の質

問についてお答えさせていただきます。 

　今、一点目、大谷池のところについては、

すみませんが今回の予算のところには入っ

ておりません。 

　二つ目の質問ですけども、回数でござい

ますけれども、今回年１回、企業誘致室で

ね来年度７年度を所管させていただいて今

後７年度のうちに関係、公園の担当部署

等々所管替えの協議等を進めさせていただ

きたいと思ってますんで、引き渡しをする

前に全面綺麗にして、所管替えしようと思

ってますので、時期等については今後地元

の方や管理部局と協議しながらになるんで
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すけれども。草刈を実施したいと考えてお

ります。 

　以上です。 

○委員長（田中博晃君）垣内委員。 

○委員（垣内憲一君）ありがとうございま

す。そしたらまた、来年度からまたそした

らその担当課が変わって、山内の公園と平

野公園の周辺っていうのは、維持管理して

いただけるっていうことでよろしいんでし

ょうか。 

○委員長（田中博晃君）企業誘致室長。 

○企業誘致室長（阪本敏一君）令和７年度、

来年度につきましては企業誘致室が所管、

予算で計上させていただいて進めていくと

いうところでございまして、令和７年度中、

に担当部署と協議を進めさせていただいて、

ちょっと明確にその８年度とちょっと言う

のもどうかわからないんですけども今後引

き渡し時期を決めさしていただいて、担当

部署に引き継いでやっていただくというよ

うなところです。 

○委員長（田中博晃君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）423 ページの 12 番委

託料の中の公園植栽受樹木等維持管理委託

料218万 4,000円になります。これ多分、今、

植えたばっかりなので、おそらく管理料と

言うと、水やりとかになるのかなと思って

て、しばらくすると樹木がしっかりすると、

水やりとかしなくてよくなって草刈だけで

いいのかなあという話になるけれども、ま

た10年 20年経つと今度育ち過ぎて、伐採し

にいかないかんみたいな、何かそういう感

じを持ってるんですけれども、ここの218万

っていうのは、今後どのような変動という

か、ランニングコスト的にかかってくると

予測したらいいんでしょうか教えてくださ

い。 

○委員長（田中博晃君）企業誘致室長補佐。 

○企業誘致室長補佐（岩倉正和君）お答え

します。 

　公園につきましては、今年度完了してお

ります。芝とかは、今まだ根づいている状

況ではなくて、あと木につきましても安定

している状況ではございません。ですので

引き渡し後、そういった管理業務というの

が必要になってきます。今後、安定したと

きには、今後様子を見た中で、この費用と

いうのは変わってくると思っております。 

○委員長（田中博晃君）ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）質疑がありません

ので、質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）討論がありません

ので、討論を終結いたします。 

　これより、議案第 16 号　令和７年度橋本

市工業団地造成事業特別会計予算について　

を採決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（田中博晃君）ご異議がありませ

んので、本案は原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

　お諮りいたします。 

　本日の会議は、この程度にとどめ散会し、

３月 11日（火）午前９時30分から会議を開

くことにいたしたいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（田中博晃君）ご異議がありませ

んので、そのように決しました。 

　本日はこれにて散会いたします。お疲れ

さまでした 

 

（午後２時 08 分　散会） 

 

 


